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第 1章 研究の背景および目的 
1.1 リーフ緑茶飲用の変遷 
古来、日本人は茶を喫する文化を有しており、各地域には番茶と呼ばれる茶が伝わって
いる。様々な製法に裏付けられた多様性を持つ番茶は、庶民の生活に根付いた日常的な飲
料であった 1)。しかしながら、現代の日本における最も一般的な茶は煎茶であり、番茶は
あまり飲まれなくなっている。これは、明治時代に煎茶の需要が高まる一方、各地域で生
産される番茶が減少した 2)ことが影響している。つまり、江戸時代に生活必需品となった
番茶は、明治時代以降の産業化や戦後の高度経済成長と共に徐々に飲まれなくなり、そこ
に茶農家が生産し、店舗で販売される煎茶が置き換わったと言えよう。しかし、煎茶も番
茶も日常生活を営むコミュニティで飲まれる茶であることに変わりはなく、本稿では煎茶
や番茶を中心とした、急須などを用いて茶葉から淹れる緑茶をリーフ緑茶と呼ぶこととす
る。現在、リーフ緑茶の種類としては普通煎茶、深蒸し煎茶、番茶、かぶせ茶、玉露、玄
米茶、ほうじ茶、釜炒り茶などがある。 
かつて茶を酒と対比させ、庶民の暮らしのなかで酒はハレ（正式）、茶はケ（略式）とし
て食生活に組み込まれた 3)といった論考がなされたことがあった。その後中村は、茶は酒
の裏側ではなく、独自の機能と社会的な意味を持つと同時に、庶民の食生活に早くから取
り込まれており、家の中のことを取り仕切っていた女性の権限を茶が象徴していると考察
している 4)。これらのことから、茶は酒と対比されるほど庶民の日常的な食生活に根付い
ていたことが窺える。また、女性と茶の関わりの深さは当時より続いており、現在でも茶
の飲用は日本の文化であることに変わりはないと言えよう。 
1980 年代半ば頃までに、茶は家族団欒やもてなしの心を表す象徴として日本人の「生活
文化」を形成してきた 5)と指摘されている。ここで茶を利用する状況に対してハレとケの
議論を当てはめると、家族団欒は日々の家庭内での習慣でありケであると捉えられる。一
方、もてなしには来客時にお茶を出すことや茶を贈り物とすることが含まれるため、一種
の儀礼的な、ハレとしての意味合いが強い。現在では廃れてしまったが、婚礼時に茶を飲
んだり、持参したりするといった儀礼性の強い茶俗が日本全国にあったことも報告されて
おり 6)、茶がハレとしても用いられてきたことは明らかである。これらのことから、現代
の日常生活においてもハレ（公的）とケ（私的）の両方の場において、リーフ緑茶が伝統
的に用いられていることが窺える。 
一方、緑茶と同じくカフェインを含む飲料であるコーヒーの利用状況は異なっている。
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日本で「コーヒーの文化」という言葉が聞かれないのは「ものだけが導入され、私たちの
生活体系のほんの分枝に添加されているにすぎない」ためである 7)という指摘の通り、日
本文化としてコーヒーを扱うわけにはいかない。これは紅茶などの飲料に対しても同様に
捉えられよう。 
以上より、リーフ緑茶の飲用は古来の文化を現在に伝えるものであり、深く我々の生活
に根付いていることが窺える。地域や家庭などで集い、煎茶や番茶などの緑茶を淹れて、
和食や和菓子と共に飲むことは江戸時代以前より続く慣習であり、家族団欒やもてなしの
象徴としての文化的価値を有すると言えよう。 
このように我々の生活に深く根付いたリーフ緑茶であるが、近年はその消費が落ち込ん
でいる。リーフ緑茶の一世帯当たりの購入量が最大となった 1972 年以降、生活様式の変
化や飲料の多様化により、緑茶消費の生活に密着した安定性が崩れると共に若年層を中心
とした緑茶離れが進行した 8)。それに伴って 1 人当たりの緑茶消費量は減少してしまう。
1980 年代のペットボトルなどの市販緑茶飲料発売とその後の普及によって緑茶全体とし
ての消費減少はやや抑制されたものの、リーフ緑茶用茶葉に関しては依然として減少を続
けている 9),10)。2012 年のリーフ緑茶用茶葉の 1 人当たりの年間消費量をみると 497g9)ま
で落ち込んでおり、これは 1973 年（1025g）10)の約 48.5%の水準でしかない（図 1-1）。
これらのことから、近年のリーフ緑茶用茶葉の消費量減少は、リーフ緑茶の飲用という独
自の文化を日本人が失いつつあることを示すと推察される。 
 
図 1-1 緑茶用茶葉の消費量の変遷（文献 9）,10)を参考に作成した。） 
3 
 
1.2 リーフ緑茶の価値と機能 
岩崎は、急須などで淹れるリーフ緑茶はリラックス効果などの情緒的価値が求められる
のに対し、ペットボトルや缶入りの市販緑茶飲料は利便性などの機能的価値が高く、両者
には期待される価値に違いがあると述べている 11)。2 つの形態の最も大きな差異として飲
むまでの手間が挙げられる。キャップを開ければすぐに飲める市販緑茶飲料に対し、湯を
沸かし、茶器を準備し、茶葉が開くのを待たなければならないリーフ緑茶には利便性を求
めづらい。しかし、情緒性に関してはリーフ緑茶のその手間が一役買っている。急須や湯
呑などの道具立て、および淹れた緑茶の色や香味を感じることは情緒の安定に繋がり、リ
ーフ緑茶の飲用は日本人の精神的なゆとりや癒しに貢献してきたと言える。 
また、リーフ緑茶の飲用は集団でのコミュニケーションとも深いかかわりがある。久保
らによると、庶民におけるお茶の共飲は、「茶飲み話」という言葉に表れるように、コミュ
ニケーションを伴うものであったことが指摘されている。コミュニケーションとお茶の関
係性として①儀礼茶（来客時の茶）、②距離を縮める茶（茶の贈り物など）、③共時的行為
付随茶（食事時や人が集うときなどの茶）、④コミュニケーション結果的創出茶（周りの人
に茶をすすめるなど）、⑤コミュニケーション目的茶（人と話したいときにお茶に誘う）、
⑥リフレッシュ茶（自分が飲みたいときに一人で飲む）の 6 つのタイプが挙げられており、
特に①儀礼茶、③共時的行為付随茶、⑥リフレッシュ茶がより一般的に行われている。儀
礼茶および一定の社会関係における共時的行為を前提にした共飲は広く受け入れられてい
るが、社会関係が弱くなると、共飲によるコミュニケーション的行為は人によって行為強
度に差が出てくるらしい 12)。この一定の社会関係は家族などのコミュニティの中で成り立
っており、③共時的行為付随茶はコミュニケーションを深めたり、人間関係を維持したり
するなどの働きがあると考えられる。しかし、②距離を縮める茶、④コミュニケーション
結果的創出茶、⑤コミュニケーション目的茶は決まった共時的行為の中で行われるもので
はなく、誰かとの仲を深めたいという自らの積極的な意思が必要であるために、実際には
なかなか行われていないと考えられる。しかしながら、④コミュニケーション結果的創出
茶と⑤コミュニケーション目的茶は共にコミュニケーションの契機であることに変わりは
なく、これらの機能はリーフ緑茶の活用に当たって重要であると考えられる。 
さらに、リーフ緑茶の飲用によるコミュニケーションは周囲の環境に影響を受ける。江
戸時代の江戸の町においては、茶店、床几をはじめ軒先や縁が、コミュニケーションを高
めるための小道具、仕掛けとして活用されてきたという報告もある 13)ため、現在において
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も、コミュニケーションがとりやすいリーフ緑茶飲用の場を整えることが求められる。 
一方、1980 年頃より緑茶に特有の含有成分の機能が注目され、世界的に研究が進められ
てきた。特に緑茶タンニンと呼ばれてきたカテキン類は抗酸化作用や動脈硬化抑制作用、
抗がん作用などを有し、身体の健康増進に寄与することが明らかにされてきた 14)。また、
アミノ酸の一種である L-テアニンを摂取することによるリラックス効果も認められてい
る 15)。さらに、リーフ緑茶を飲む量が多い群では主観的健康観が高いという調査結果 16)
や、カテキンやテアニンの神経保護作用により、認知症の発症予防や進展抑制が期待され
ている 14)ことからも、リーフ緑茶の飲用は人々が日々の健康な生活を送ることに対して寄
与していると推察される。 
以上より、リーフ緑茶の飲用は精神の安定に繋がると同時に、コミュニケーションを深
めることや健康効果といった様々な価値を有している。しかしながら前節で述べた通り、
リーフ緑茶を飲用する機会は年々減少しているため、今後その価値を有効に活用できるよ
うにすることが望まれる。 
 
1.3 現在のリーフ緑茶飲用の実態における年代間の差違 
近年、「若者の緑茶離れ」が問題となっているように、飲料の多様化や簡便化志向の高ま
りにより、若い年代でリーフ緑茶を飲用する機会が減少している。即ち、リーフ緑茶の飲
用実態には年代による差があると言えよう。 
2002 年から 2003 年に早川らが実施した女性を対象とした調査では、緑茶の飲用率は年
代が高くなるに従い上昇することや、60 歳未満の人は麦茶、ウーロン茶、ジュースなどの
飲料を飲む割合が高いことが明らかになっている。また、60 歳未満の年代が団欒・来客時
に出すとイメージする飲料が紅茶やコーヒーなど緑茶以外の飲料であることが指摘されて
いる 17)。若い世代では飲料の多様化や嗜好の変化が緑茶の飲用を減少させているが、60
歳以上の年代における最も日常的な飲料は今でもリーフ緑茶であると言えよう。 
寺本は緑茶を食事密着型の飲料と位置づけている。2006 年の 2 人以上の世帯に対する
調査において、60 歳以上では食事時の緑茶の飲用頻度が全ての飲料の中で最も高いことや、
60 歳未満では麦茶や牛乳、コーヒーなどの競合により緑茶の飲用頻度は減少していること
が述べられている 18)。これらの結果も早川ら 17)の調査結果とほぼ同様であり、60 歳以上
の世代では特に食事時のリーフ緑茶の飲用頻度が高いことが窺える。 
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1.4 老人福祉施設利用者に対するリーフ緑茶の活用 
 我が国の高齢化率は 2014 年 10 月に 26.0%に達している。第 1 次ベビーブーム世代が
2015 年から 65 歳以上人口となることから、高齢者数および高齢化率は今後も上昇すると
予測されている。高齢化率は 2020 年に 29.1%、2030 年には 31.6%となり、これは世界的
にみても高い水準である。日本人を対象とした調査では、虚弱化した場合に「老人ホーム
へ入居したい」人の割合は他国より高いが、それでも「自宅に留まりたい」と回答する人
の方が多いことが報告されている 19)。このことから、特に自宅から離れ、老人福祉施設で
生活するようになる高齢者（利用者）に対しては、なおさらこれまでの生活を継続し、安
心して日々の暮らしが送れるように配慮する必要があると考えられる。 
高齢化の進行と共に懸念されているのが認知症高齢者の増加である。厚生労働省による
と 2010 年 9 月現在の認知症高齢者数（日常生活自立度Ⅱ以上）の人数は約 280 万人と推
計されており、その数は今後も増加すると見込まれている。特に、認知症高齢者に対して
は、それまでの生活や個性を尊重することを基本とし、生活の継続性と日常の生活圏域を
重視した介護サービスの体系整備を進めていくことが重要であるとされている 19)。認知症
者数の増加から、老人福祉施設へ入所する高齢者数の増加も予想されるため、利用者の施
設への環境適応を進めることは喫緊の課題である。 
森は利用者の「対人交流」の達成が施設への適応に影響を及ぼすと述べている 20)。現在、
老人福祉施設においては日々、音楽やゲーム、園芸などを手段としたアクティビティケア
が実施されており、それらは対人交流の時間の確保に繋がると言われている 21)。しかしな
がら、それらの活動は日替わりであり、一日の内の限られた時間・場所でしか行われない。
その点、リーフ緑茶は一日に何度も飲用の機会があり、それを飲用する場は食堂などの共
用空間だけでなく、利用者の居場所である居室にまで及ぶ。したがって、リーフ緑茶の活
用は日々の対人交流に繋がり、利用者の老人福祉施設への環境適応に対する一助となるの
ではないかと考えられる。さらに、家庭における生活習慣は様々であるが、その中でも緑
茶を淹れて飲むことは家族団欒やもてなしの心を表す象徴として日本人の生活文化を形成
してきたと指摘されているため 5)、老人福祉施設における緑茶の飲用は、利用者が家庭的・
文化的な習慣を継続する上でも意義があると言えよう。 
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1.5 老人福祉施設への段階的な環境適応 
1.5.1 適応の段階 
老人福祉施設へ生活の拠点を移したばかりの高齢者は、危機的人間―環境移行（人間と
人間をとりまく環境を不可分一体のものとして捉え、その環境の物理的、対人的、社会文
化的側面において従来用いてきた相互交流の様式が通用しないような変化 22））の状態にあ
る。このような状態の利用者を施設へ適応させるためには、まず個が守られる空間、次に
数名の個が共有できる空間、小規模なグループのまとまりの単位、そして施設全体という
ように生活領域を段階的に組み立てなおすことが重要であると言われている。即ち、入居
者が施設で個人的な領域を形成していくには、Ⅰ.「身の置き所」がつくられた後に、
Ⅱ.semi-private space の空間共有化、Ⅲ.施設全体の中での領域展開シナリオの定着の段階
が必要である 23)。本節ではこの環境適応の 3 段階とリーフ緑茶の活用の可能性について述
べる。 
1.5.2 居室における「身の置き所」の形成 
個が守られる空間においては、利用者が大切にしてきた身近な家具や道具を持ち込むこ
とが必要だと指摘されている 23)。まずは居室に利用者の私物が持ち込まれ、領域性が形作
られ、「身の置き所」が徐々に形成されていく。この居場所作りは、施設の中に自宅で行わ
れていた様々な生活行為を持ち込み、誘発することによって再構成される 24)。橘は利用者
にとっての居室内の物の意味・役割の 4 つの側面、即ち①空間的働きかけ、②個人的活動、
③社会的関係性、④時間的関係性を挙げており、同じ物であっても人によって意味する側
面が異なったり、その物の意味が多側面から捉えられたりすることがあると指摘している
25)。茶器や湯呑は緑茶を淹れて飲むという②個人的活動に加えて、①空間的働きかけとい
ったディスプレイのような意味や、その茶器が昔から用いてきた持ち込み物であった場合、
④時間的関係性としての意味を有し、入所時の個人的領域形成にも繋がる可能性がある。
元々、老人福祉施設への環境移行において、食器等は所有傾向が強いことが言われている。
「飲食」に関わる行動は施設からのサービスに加えて自分でも行うという意味で他の活動
と異なる性質を持ち、以前の住まいからの日常的・習慣的な環境行動の継続は少なくても
行為対象に関わる「もの」が持ち込まれることによって保障される 26)。そのため、以前か
らの習慣を継続させる意味でも、茶器や湯呑の持ち込みは意義があると判じられる。 
リーフ緑茶を淹れる急須や湯呑などの茶器はお茶を飲む際、一日に何度も手にするもの
であり、淹れたリーフ緑茶は五感で楽しめる。さらに誰かを居室に招いてお茶を楽しむと
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いったこともできる。高齢者特有の危機的人間―環境移行に当たって、ごく普通に続けら
れてきた日常生活を環境移行に直面しても続けられる事が、その様々な変化を乗り越える
事、さらに生活の質（QOL）を維持する事に大きな意味を持つと言われている 27)。室伏は
利用者の QOL の目指す留意点として①快適性（生活空間を整え人間としての威厳が保た
れる状況）、②なじみの関係（高齢者を取り巻く周囲の人との関係）、③日常生活活動能力
（自分で理解し自分でできる、ADL）を挙げている 28)（本稿ではこれら 3 つの観点が改善
することを QOL の向上と定義する）。環境の変化を乗り越え、QOL を維持する意味で、
リーフ緑茶の飲用という大多数の高齢者が今まで日常的に行ってきた習慣を維持すること
は望ましい。また、リーフ緑茶の飲用は情緒性などの多様な価値を有しているため、その
点でも利用者の QOL 向上に資する可能性がある。 
施設への環境適応には共通するプロセスがあることが観察により明らかとなっている。
そのプロセスは「不安を抱えながら静かに周囲を探る」から「居室にこもりながらスタッ
フ、そして身近な入所者と関わる」を経過し、「他者と相互作用のある関わりをする」であ
り、特に常に共有スペースで刺激を受け続けるのではなく、自分の時間を保てる空間を保
証されることこそ重要であることが指摘されている 29)。このことから、それだけ対人交流
に居室の果たす役割は大きく、利用者が落ち着ける場の重要性が窺える。リラックスなど
の情緒的価値の高いリーフ緑茶の飲用は利用者の居室を「身の置き所」にするための一助
となるであろう。さらに、「身の置き所」の形成には居室への訪問や呼び込みによる入居者
間の密度の濃い人間関係の醸成も必要であるが 23)、それに対しても久保 12)による茶のコミ
ュニケーションの類型の⑤コミュニケーション目的茶（お茶に誘う）としてリーフ緑茶が
活用できると考えられる。 
 このように、リーフ緑茶の活用は老人福祉施設への入居という環境移行の初期に「身の
置き所」をつくる一助となると考えられる。前述したように音楽やゲーム、園芸などを手
段としたアクティビティケアももちろん対人交流のために重要であるが、居室で一人でも
楽しめるリーフ緑茶は利用者が「身の置き所」をつくる上で特に有用であると判じられる。 
1.5.3 semi-private space の空間共有化 
前述のように、居室に「身の置き所」が出来上がっていくと同時に、利用者の交流の場
である semi-private space に利用者の私物が「表出」され、複数人のグループによる交流
の場として定着していく 23)。橘によれば、施設共用空間の中での semi-public space と
semi-private space には質的な差があり、semi-private space は利用者の主体的・自律的
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な生活を支える点で重要性があり、施設の環境との関わりを深めるために重要であるとさ
れている。しかしながら、両領域には利用者の自立性・主体性や関係性・社会性の面から、
施設ごとに大きな相違があり。それらの空間の質や意味の違いは、一面的な公私の段階性
ではなく、利用者やスタッフの関わりの違いによって生じる「公共性」の違いとして捉え
られる 30)ことに注意しなければならない。居室の外に広がる semi-private space が利用者
主導で管理できるものであれば、その空間の公共性は高まり、流動性が生まれ、様々な他
者との交流が活発になっていくだろう。このように空間共有化した semi-private space に
おける交流の場にリーフ緑茶を介在させることで、複数人のグループでコミュニケーショ
ンを深めることも期待される。これは久保 12)の類型によると④コミュニケーション結果的
創出茶、⑤コミュニケーション目的茶に当てはまり、複数の他者とのコミュニケーション
を創出し深めていくことに繋がると考えられる。入居後間もない利用者にとって居室周り
の共用空間は、新たな環境と向き合っていく際に緩衝的な役割を果たし、時間の経過に伴
って利用者の間に安定した人間関係が徐々に形成されていく。他の利用者との安定した人
間関係は、生活に対する不安や混乱を和らげることにも繋がる 31)との指摘の通り、小グル
ープによる交流が行われる semi-private space においてもリーフ緑茶を施設への環境適応
のために活用できると考えられる。 
1.5.4 施設全体の中での領域展開シナリオの定着 
semi-private space の空間共有化がなされた後は、private から public へと繋がる領域
を自由に行き来し、その利用者にとっての時間の過ごし方が定着していく 23)。この時にも
リーフ緑茶は semi-private space や semi-public space での交流を深めたり、他者にリー
フ緑茶を淹れるという自発的な行為をしたり（⑤コミュニケーション目的茶）、食事の時間
に共に飲んだり（③共時的行為付随茶）、private space に戻って、１人でゆったりと過ご
すとき（⑥リフレッシュ茶）に用いられ、施設内の様々な領域における対人交流に対して
とりわけ有用であろう。 
以上の 3 段階を経て、個人的領域が形成されていく。利用者の個人的領域の形成のため、
または形成後の円滑な交流を持続させるために、リーフ緑茶を活用できる可能性は十分あ
る。しかしながら、どのような点に配慮して、どのようにリーフ緑茶を活用すべきかは明
らかになっていない。 
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1.6 研究目的 
前節で述べたように、老人福祉施設への環境適応に対してリーフ緑茶を活用できる可能
性がある。しかしながら、リーフ緑茶の施設での活用に関する研究はほとんどない。また、
リーフ緑茶の飲用実態には年代差があるため、現在、高齢者とその他の世代の間には、リ
ーフ緑茶の飲用に対する認識の違いがあることが予想される。そのため、高齢者の世代が
何をリーフ緑茶に求めているかを明らかにした上で、老人福祉施設への環境適応に対して
リーフ緑茶を用いる際に配慮すべき視点を見出し、その活用のあり方について検討するこ
とを本稿の目的とする。 
 
1.7 本論文の構成 
第 1 章では先行研究や資料によりリーフ緑茶飲用の変遷とそれが持つ価値をまとめると
共に、飲用実態の年代間の比較を通して、高齢者のリーフ緑茶飲用の特徴を整理した。そ
の後、老人福祉施設への環境適応におけるリーフ緑茶の活用の可能性について先行文献か
ら得られた知見をまとめ、これらを総合して本研究の目的を述べた。 
第 2 章ではリーフ緑茶の飲用理由、および飲用実態との関係について検討する。リーフ
緑茶の飲用理由の年代間比較を通して、高齢者のリーフ緑茶の飲用の特質について明らか
にし、高齢者がリーフ緑茶にどのような価値を求めているのかを見出す。 
第 3 章ではリーフ緑茶を飲む際に意識することおよび飲用時の感情の変化を明らかにし、
飲用時にリーフ緑茶や周囲環境に対して留意することが自身の感情に対してどのような影
響を与えているかについて検討する。これにより、リーフ緑茶を飲用する際に高齢者が配
慮を求めている点を見出す。 
第 4 章では老人福祉施設におけるリーフ緑茶提供の際の介護職員の認識を明らかにする
と共に、GH と特養の環境の違いが介護職員のケアにもたらす影響について検討する。こ
れにより福祉の現場でのリーフ緑茶飲用の支援における視点を見出し、飲用に適した環境
を明らかにする。さらに、第 3 章で明らかとなった、リーフ緑茶を飲用する際に高齢者が
意識することと、緑茶の時間のケアにおいて介護職員が重視すること比較し、現在行われ
ている支援が適切であるかを検討する。 
第 5 章では第 1 章から第 4 章までの内容を総合的に考察する。高齢者がリーフ緑茶に求
める価値や介護職員のケアの際の留意点をまとめた上で、老人福祉施設への環境適応のた
めのリーフ緑茶活用のあり方について検討する。 
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第 2章 リーフ緑茶の飲用実態および飲用理由の年代間比較（調査研究Ⅰ） 
2.1 目的 
第 1 章で述べたように、リーフ緑茶の飲用実態には年代差がみられる。これは年代によ
って飲用理由が異なっているためであると予想される。 
奥山・土屋の 2000 年の調査では、18 歳から 20 歳の女子学生はお茶がいつも手軽に手
に入り、美味しいから飲んでいるが、高齢者は食事に欠かせず、健康によいものとして飲
んでいることが報告されている 1)。そのため、高齢者は若者と異なる飲用理由でリーフ緑
茶を飲んでいることが窺える。  
奥田・中川の女子高校生・女子大学生を対象とした 1997 年の調査では、お茶を飲む理
由として「喉が渇くから」、「家族が飲むから」を選択する割合が高く、「嗜好に合うから」
や「健康のため」の割合は比較的低いことが報告されている 2)。この調査では若者は「嗜
好に合うから」お茶を飲んでいるわけではなく、これは奥山・土屋の調査結果と相違して
いる。 
以上のように、調査によってリーフ緑茶の飲用理由が異なっているため、実際にどのよ
うな理由で人々がリーフ緑茶を飲んでいるかについて明らかにする必要があると考えられ
る。本章では、現在の日本人のリーフ緑茶の飲用実態と飲用理由を、年代差を考慮して検
討し、高年齢層のリーフ緑茶飲用の特質を明らかにすると共に、高齢者がリーフ緑茶にど
のような価値を求めているのかを見出す。 
 
2.2 方法 
2.2.1 調査期間および調査方法 
2012 年 9 月から 10 月、2013 年 7 月から 10 月にかけて質問紙調査を実施した。関東地
方在住の住民に対して、独自に作成した質問紙票 1500 部を配布した。配布の際には東京
都、神奈川県、埼玉県を中心とした都市近郊の住宅地を回りながら、各家庭の郵便受けに
質問紙票を投函していった。様々な年齢層の回答を得るために、一軒家だけでなくアパー
ト等の集合住宅にも配布するように留意した。回答済の質問紙票は郵送にて回収した。な
お、本調査では母集団の推定は主たる目的ではなく、日本の都市近郊の一般家庭における
リーフ緑茶の飲用頻度や飲用に対する認識の年代差を明らかにすることに主眼をおいてい
る。そのため、調査対象者を事前に絞るといったことは行わず、幅広い年代の回答を得る
ことを優先させた。 
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2.2.2 倫理的配慮 
倫理的配慮として質問紙票への回答は無記名で行うと共に、調査の主旨を文書で説明し、
回答をもって承諾が得られたこととした。なお、本研究は神戸大学大学院人間発達環境学
研究科における人を直接の対象とする研究審査の承認を受けている（受付番号:No.138）。 
2.2.3 回答者 
計 439 名より回答を得た（回収率 29.3%）。その内、回答に不備があったものを除外す
ると、389 名の回答が残った。しかし、本稿ではリーフ緑茶を日常的に飲む人（1 週間に 1
杯以上のむ人）のみを分析に供したため、リーフ緑茶を全く飲まない人 80 名の回答は除
外された。全く飲まない人の割合は高年齢層では 2%に満たなかったのに対し、低年齢層
では 40%を越えていた（図 2-1）。最終的な有効回答者数は 309 名（有効回答率 70.4%）
となった。その内、男性は 134 名、女性は 175 名であった。年齢は 14 歳から 92 歳で、
平均は 48.5±21.5 歳であった。また、29 歳以下を低年齢層（80 名）、30 歳から 59 歳を
中年齢層（111 名）、60 歳以上を高年齢層（118 名）と定義した（表 2-1）。 
 
図 2-1 リーフ緑茶を全く飲まない人の割合 
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表 2-1 回答者の属性別の人数 
 
 
2.2.4 調査内容 
リーフ緑茶の飲用実態（質問Ⅰ）として①飲用頻度、②好む度合い、③飲む時間帯の質
問項目を設定した。また、リーフ緑茶の飲用理由（質問Ⅱ）を問うた。 
質問Ⅰの①では 1 週間に飲む杯数の数字での記入を求めた。②ではリーフ緑茶を好む度
合いを 1（嫌い）、2（やや嫌い）、3（どちらでもない）、4（やや好き）、5（好き）の 5 件
法で問うた。さらに、③では起床直後から就寝直前までの、日常的にリーフ緑茶を飲む時
間帯全てにチェックを付ける形式にて回答を求めた。 
質問Ⅱの質問項目の作成に際しては、大学生とその家族を対象として事前に予備調査
（n=120）を実施した。リーフ緑茶の飲用理由について箇条書きでの自由記述を求め、複
数回答があった 24 項目を質問項目として設定した（予備調査の結果については付録 1 参
照）。本調査ではそれらを飲用動機尺度とし、各項目について 5 件法にて回答を求めた。
リーフ緑茶を飲む理由として各質問項目が当てはまる度合いを 1（当てはまらない）、2（や
や当てはまらない）、3（どちらでもない）、4（やや当てはまる）、5（当てはまる）までの
数字のいずれか 1 つに丸印をつけるようにした。 
2.2.5 分析方法 
以下の分析は日常的にリーフ緑茶を飲んでいる（1 週間に１杯以上飲んでいる）309 名
を対象に実施した。質問Ⅰの①、②、質問Ⅱついては平均と標準偏差を算出した。③につ
いては単純集計を行い、各時間帯にリーフ緑茶を飲用する人の割合を算出した。質問Ⅱの
飲用理由については promax 回転を伴う主因子法による因子分析を実施し、因子の命名を
行うと共に、各因子に相当する項目の平均値である下位尺度得点および Cronbach のα係
数を算出した。質問Ⅰの①、②および質問Ⅱの下位尺度得点について性別と年代による差
を 2 要因の分散分析にてそれぞれ検討した。その結果、年代差がみられたものには Tukey
の多重比較を行い、どの年代間に有意差があるかを明らかにした。さらに、質問①の飲用
～29歳
（低年齢層）
30～59歳
（中年齢層）
60歳～
（高年齢層）
総和
男性 40 44 50 134
女性 40 67 68 175
総和 80 111 118 309
最低年齢は14歳，最高年齢は92歳
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頻度と各因子の下位尺度得点との相関を年代別に算出した。分析には IBM SPSS 
Statistics 21 を使用した。 
 
2.3 結果 
2.3.1 高齢者のリーフ緑茶の飲用実態における特質 
309 名の有効回答者が 1 週間にリーフ緑茶を飲む杯数の平均は 16.8±17.8 杯であった。
性別と年代の 2 要因の分散分析の結果（表 2-2）、1%水準で男女差がみられ、女性の方が
多く飲んでいた。また、リーフ緑茶を飲む杯数には 0.1%水準で各年代間に有意差があった。
特に 1 日当たりに換算すると、低年齢層では平均 1 杯程度であるのに対し、高年齢層では
平均 4 杯近く飲んでいた。 
リーフ緑茶を好む度合いについて 5 件法で評価を求めた結果、全体の得点の平均は 4.64
±0.70 であったため、回答者がリーフ緑茶をよく好んでいることが確認された（表 2-3）。
分散分析の結果、男女間に有意差はなかったが、高年齢層と他の年代の間に 0.1%水準で有
意差がみられ、高年齢層のリーフ緑茶に対する嗜好性が最も高かった。 
一日の各時間帯において、リーフ緑茶を日常的に飲むと回答した人の割合を算出した（図
2-2）。全体では朝食時（48.5%）、昼食時（50.1%）、夕食時（49.8%）といった食事時に飲
む人の割合が高かった。属性別にみると、高い年代ほど食事時に飲む人の割合が高かった。
特に高年齢層の女性は朝食時（69.1%）、昼食時（79.4%）、夕食時（73.5%）と、食事時に
飲む割合が最も高かった。しかし、中年齢層の男性や低年齢層の男女では食間の時間帯と
食事時に飲用する割合の差が小さくなっているため、年代が低いほど、また男性であるほ
ど食事時にリーフ緑茶を飲む習慣を持たないことが窺えた。 
 
表 2-2 一週間のリーフ緑茶の飲用杯数（杯） 
 
 
～29歳 30～59歳 60歳～
男性 4.0 ± 5.5 9.2 ± 10.2 24.8 ± 15.6 13.4 ± 14.6
女性 8.8 ± 13.9 15.5 ± 14.1 29.5 ± 22.2 19.4 ± 19.5
総和 6.4a ± 10.8 13.0b ± 13.0 27.5c ± 19.8 16.8 ± 17.8
分散分析により，1%の有意水準で男女差，0.1%の有意水準で年代差あり
Tukeyの多重比較により，異なるアルファベット間に有意差あり
n=309
性別
年代
総和
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表 2-3．リーフ緑茶を好む度合い 
 
 
図 2-2 日常的にリーフ緑茶を飲む時間帯 
 
2.3.2 高齢者がリーフ緑茶を飲む理由  
飲用動機尺度 24 項目（図 2-3）について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度は
0.91であり、Bartlettの球面性検定では有意差がみられた（近似χ2値 5260.05, p < .001）。
そのため、これらの 24 項目は因子分析を実施するのに適していると判断した。因子分析
を行うと、固有値の変化やスクリープロットにより 5 因子構造が妥当であったため、5 因
子を仮定してプロマックス回転を伴う主因子法による因子分析を実施した。その結果、「1.
渇きが癒されるから」、「2.健康に良いから」、「24.なんとなく飲みたくなるから」の 3 項目
～29歳 30～59歳 60歳～
男性 4.35 ± .83 4.43 ± .79 4.82 ± .48 4.55 ± .73
女性 4.45 ± .85 4.73 ± .64 4.84 ± .54 4.71 ± .67
総和 4.40a ± .84 4.61a ± .72 4.83b ± .51 4.64 ± .70
得点：1 嫌い，2 やや嫌い，3 どちらでもない，4 やや好き，5 好き n=309
分散分析により，0.1%の有意水準で年代差あり
Tukeyの多重比較により，異なるアルファベット間に有意差あり
性別
年代
総和
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の因子負荷量が 0.4 未満であったためこれらを除外し、21 項目での結果を採択した（表
2-4）。21 項目で回転前の全分散を説明する割合は 73.1%であった。 
第 1 因子では「18.リラックスするから」、「19.落ち着くから」、「17.安らぐから」などの
情緒の変化に関する項目の因子負荷量が高く、これを『精神の調整』と命名した。第 2 因
子は「5.緑茶が好きだから」、「7.おいしいから」、「6.香味が好きだから」などの緑茶への嗜
好性や習慣を内容としていたため、『緑茶への嗜好』とした。第 3 因子は「14.家族が飲む
から」、「13.茶葉があるから」、「15.外出先で出されるから」という受動的に飲むような項
目が当てはまり、『受動的な飲用』と名付けた。第 4 因子は「10.食事に合うから」、「9.菓
子に合うから」、「11.口直しできるから」といった食に関わる項目であり、『食との相性』
とした。最後に、第 5 因子は「4.寒いから」、「3.体が温まるから」といった自身の体温に
関わる項目であり、『体温の調節』と名付けた。 
各因子の Cronbach の α 係数の最小値は 0.66、最大値は 0.95 であり、各因子は内的整
合性を有していることが確認されたため、下位尺度得点を算出した。  
飲用動機下位尺度の得点に対して分散分析を実施した結果（表 2-5）、全ての因子におい
て性別の主効果が有意であり、女性の得点の方が高かった。また、『緑茶への嗜好』、『体温
の調節』においては年代の主効果が有意であった。『緑茶への嗜好』では高年齢層の得点が
有意に高かったが、『体温の調節』では逆に低年齢層の得点が有意に高かった。『精神の調
整』でも年代の主効果が有意であったものの、『精神の調整』では交互作用が有意であった
ため、単純主効果の検定を行った。その結果、中・高年齢層において有意な男女差がみら
れ、男性の重視する度合いが低かった。また、低・高年齢層の男性と比較し、中年齢層の
男性の得点が有意に低かった。また、『受動的な飲用』についても交互作用が有意であった。
低・高年齢層で有意な男女差がみられ、女性の方が高かった。中年齢層では男性の得点が
高く、男女差はみられなかった。 
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図 2-3 リーフ緑茶を飲む理由として当てはまる度合い（飲用動機尺度、n=309） 
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表 2-4 飲用動機尺度の因子分析結果 
 
表 2-5 男女・年代別の下位尺度得点と分散分析結果（飲用動機） 
 
男性 女性 主効果 ～29 30～59 60～ 主効果
精神の調整 3.44 3.93 *** 3.76 3.56 3.83 * *
緑茶への嗜好 3.72 4.14 *** 3.60a 3.87a 4.29b *** n.s.
受動的な飲用 2.88 3.17 ** 3.03 2.98 3.10 n.s. *
食との相性 3.27 3.86 *** 3.51 3.51 3.75 n.s. n.s.
体温の調節 3.46 3.75 ** 4.06b 3.41a 3.52a *** n.s.
* p < .05，** p < .01，*** p < .001 n=309
各因子における異なるアルファベット間にTukeyの多重比較による有意差あり
因子
性別 年代 交互
作用
下位尺度得点
（α係数） 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
『精神の調整』 3.72 ± .98 18.リラックスするから .97 -.04 .00 -.04 .01
(.95) 19.落ち着くから .95 .01 .03 -.09 -.02
17.安らぐから .92 .03 .04 -.03 -.04
16.ほっとするから .86 .01 -.04 .06 -.03
20.一息つけるから .86 .01 -.01 -.08 .12
21.気分転換できるから .72 -.04 .01 .15 .03
22.すっきりするから .61 .08 .02 .12 -.05
『緑茶への嗜好』 3.96 ± .89 5.緑茶が好きだから -.06 .96 -.08 -.05 .08
(.88) 7.おいしいから .12 .84 -.15 -.04 .05
6.香味が好きだから .10 .82 -.11 -.02 -.05
8.飲みやすいから -.12 .60 .05 .23 .15
12.習慣だから -.05 .56 .31 .06 -.17
23.他飲料より良いから .09 .54 .24 .06 -.15
『受動的な飲用』 3.04 ± 1.06 14.家族が飲むから -.04 .01 .80 -.13 .07
(.66) 13.茶葉があるから .07 .14 .57 -.02 .07
15.外出先で出されるから .06 -.25 .42 .27 .02
『食との相性』 3.60 ± .98 10.食事に合うから -.11 .10 -.01 .85 -.04
(.77) 9.菓子に合うから .06 .02 -.01 .61 .13
11.口直しできるから .26 .05 -.06 .57 -.05
『体温の調節』 3.62 ± 1.05 4.寒いから -.04 -.06 .07 .06 .83
(.82) 3.体が温まるから .10 .07 .05 -.04 .78
因子間相関 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
第1因子 ― .55 .26 .51 .45
第2因子 ― .28 .58 .22
第3因子 ― .50 .23
第4因子 ― .36
第5因子 ―
因子抽出法：主因子法，　回転法：Promax回転，　回転前の累積寄与率：73.1% n=309
因子名 　質問項目
因子負荷量
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2.3.3 飲用理由が飲用頻度へ与える影響 
下位尺度得点と「リーフ緑茶を 1 週間に飲む杯数」についての相関係数を算出した結果
（表 2-6）、全体としては『精神の調整』（r=0.19，p < .001）、『緑茶への嗜好』（r=0.46，p 
< .001）、『食との相性』（r=0.21，p < .001）に有意性がみられ、特に『緑茶への嗜好』と
の相関が強かった。 
年代別にみると、『緑茶への嗜好』は低年齢層（r=0.41，p < .001）、中年齢層（r=0.43，
p < .001）、高年齢層（r=0.38，p < .001）と全ての年代で相関があった。中年齢層のみ『精
神の調整』（r=0.28，p < .01）および『食との相性』（r=0.21，p < .05）にも相関がみられ
た。 
表 2-6 一週間の飲用頻度と各因子の下位尺度得点の相関係数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年代
～29歳 30～59歳 60歳～
精神の調整 　　　.10 　　　.28** 　　　.16 　　　.19***
緑茶への嗜好 　　　.41*** 　　　.43*** 　　　.38*** 　　　.46***
受動的な飲用 　　　.04 　　　.13 　　　-.11 　　　.01
食との相性 　　　.20 　　　.21* 　　　.16 　　　.21***
体温の調節 　　　.01 　　　-.01 　　　.10 　　　-.03
* p < .05, ** p < .01, *** p < .001 n=309
因子 全体
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2.4 考察 
2.4.1 高齢者のリーフ緑茶の飲用実態における特質 
高年齢層がリーフ緑茶を好む度合いは低・中年齢層と比較して有意に高かった。しかし、
低・中年齢層でも一定程度リーフ緑茶に対する嗜好性を有していた。それにも関わらずリ
ーフ緑茶を実際に飲む頻度は年代が下がるほど大きく低下した。1 週間に一度もリーフ緑
茶を飲まない人の割合が低年齢層で最も高いことからも、若い年代ではある程度嗜好を抱
いているのに、実際に飲む機会が大幅に少ないことが窺える。逆に、高年齢層はリーフ緑
茶に対する嗜好が強く、それに伴って飲用する機会も多いと考えられる。 
増田は、1979 年における緑茶購入量の世帯主の年齢による差は、①若いうちは飲まない
が、年齢が上がるにしたがって飲むようになるという高度経済成長期以前からの年齢階層
間の嗜好の違いか、②所得格差に基づく購入量格差か、③近年になって生じた世代間の嗜
好や消費態度の違い、すなわち「若者のお茶離れ」の結果であるか、の 3 点を考えられる
要因として挙げているが、そのいずれであるかは明確ではないとしている 3)。②について
は、現在では低価格の茶葉も販売されていることを考慮すると、必ずしも該当しない。し
たがって、現在でも①の年齢階層間に本来ある嗜好の差があり、③の「若者のお茶離れ」
が続いていることが本調査における低年齢層のリーフ緑茶の飲用頻度の低さに繋がってい
ると考えられる。リーフ緑茶の消費量が最も多かったのが 1972 年であるから、現在にお
いて、60 歳以上の高年齢層は日常生活の中でリーフ緑茶をよく飲んできた世代であると判
断できる。そのため、現在でも当時培われたリーフ緑茶を飲む習慣が高い年代の人ほど強
く残っていると推察される。 
本調査において、回答者は食事時にリーフ緑茶を飲む割合が高く、年代が上がるほどそ
の割合が高くなる傾向にあった。これは 2002 から 2003 年の早川ら 4)や 2006 年の寺本 5)
の調査と一致していた。岩崎は市販緑茶飲料に求められる価値は機能的価値（利便性・止
渇）であると述べており 6)、淹れる手間がかかるリーフ緑茶とは特に利便性において大き
な差があると言えよう。寺本の調査では、若者でも市販緑茶飲料と比べてリーフ緑茶を食
事時に飲む割合が高く、食の簡便化の進行が食事時のリーフ緑茶消費へ影響を与えていな
い 5)ことが述べられている。しかし、寺本の調査の対象は 2 人以上の世帯であり、低年齢
層の単身世帯を中心とした利便性への志向の高まりを勘案すると、実際は食事時において
もリーフ緑茶が敬遠されつつあると考えられる。本調査においても、食事時の低年齢層に
おけるリーフ緑茶の飲用頻度の低さは明らかであり、若者にとってはもはや食事密着型の
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飲料とは言い難い段階まで到達しつつあると言えよう。これは前述した食の簡便化に加え、
和食以外の様々な料理が食卓に上がるようになったためであると考えられる。高年齢層で
は、和食を食べる頻度が高く、それに合う飲料であるリーフ緑茶を食事中や食後に飲んで
いると推察される。 
2.4.2 高齢者がリーフ緑茶を飲む理由 
リーフ緑茶は情緒性飲料 6)であると言われるように、人々はリーフ緑茶にリラックスな
どの精神に対する効用を求めていると考えられる。また、「急須でいれる緑茶」と聞いて消
費者が最も思い浮かべる語句は一服・休息を表す「一息」であるという調査もあり 6)、リ
ーフ緑茶は休憩時に飲む飲料であるという捉え方もされている。これらのことは時間をか
けてリーフ緑茶を飲むことやその準備をすることによって醸し出される落ち着いた雰囲気
によると推察される。そのため、第 1 因子『精神の調整』は情緒の安定、および休憩時な
どにおける気分転換のために、時間をかけて楽しみながらリーフ緑茶を飲むことを表して
いると考えられる。 
コーヒーや紅茶などの他の嗜好飲料が暮らしの中に登場しても、リーフ緑茶は現在まで
生産・消費が続けられてきた。これは日本人がリーフ緑茶に対する嗜好を有しているため
である。さらに、リーフ緑茶の飲用は生活文化 7)として日々の食生活に根付いている。し
たがって、第 2 因子『緑茶への嗜好』は、リーフ緑茶に対する嗜好性があり、さらに日常
生活における習慣であるために飲んでいることを表していると言える。 
リーフ緑茶用の茶葉がある家庭では、家族が飲んでいるから飲む、または家に茶葉があ
るから飲むといった受動的な理由で飲むことがある。また、家にいる家族の求めに応じて
淹れることもある。さらに、日本では外出先の店や宿泊施設でリーフ緑茶が出されること
も多い。したがって、第 3 因子『受動的な飲用』はリーフ緑茶が家庭や外出先で出される、
他者から淹れることを求められるなど、自分以外の要因のためにリーフ緑茶を淹れたり、
飲用したりすることを表しているのであろう。 
茶粥、茶漬といった茶と食物を混ぜ合わせた食物の文化の存在や、飲み物としての茶に
は茶の子、茶うけ、茶菓子などの食物をつがえるのが一般的であったことが言われている
8)ように、日本食とリーフ緑茶の相性のよさは伝統的に認識されている。現在においても
和食や和菓子と共にリーフ緑茶を飲むことは一般的であり、共に食する料理の種類は多岐
にわたる。そのため、第 4 因子『食との相性』は日々の食生活を豊かにするために、伝統
的な食事や菓子と相性のよいリーフ緑茶を飲むことを表していると推察される。 
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玉露などの特殊な緑茶を除いて、リーフ緑茶は基本的に70℃以上の温度で淹れるため 9)、
湯呑に注いだ浸出液の温度は体温よりも高くなる。初夏に比べて初冬の食事時のリーフ緑
茶の飲用が増加する 10)という報告もあり、人々は冷えた体を温めるためにそれを飲む意図
を有すると言える。したがって，第 5 因子『体温の調節』は体を温めるという機能的な作
用をリーフ緑茶に求めていることを表していると考えられる。 
上述の因子のうち、『緑茶への嗜好』および『受動的な飲用』は飲用する理由のみを表し
ている。一方、『精神の調整』、『食との相性』、『体温の調節』は理由に加えて、飲用する目
的についても表している。そのため、これらの 3 因子は日本人がリーフ緑茶に期待する価
値を表していると判断される。 
下位尺度得点の男女差を検討した結果、女性の方が各因子を重視していた。中村は、茶
は独自の機能と社会的な意味を持つと同時に、庶民の食生活に早くから取り込まれており、
家の中のことを取り仕切っていた女性の権限を茶が象徴していると考察し、 茶と女性は不
可分の関係にある 11)と言及している。庶民が番茶を飲んでいた時代から茶と女性の関わり
は深く、本研究の結果は、現在においてもその関係が変わらずに続いていることを示して
いる。即ち、女性の方が『緑茶への嗜好』が大きく、関わりが深いからこそ女性は『精神
の調整』、『食との相性』、『体温の調節』という価値をリーフ緑茶に見出していると推察さ
れる。このことは全ての年代にわたって同様であったため、この男女差は時代によって変
化するものではないと考えられる。 
下位尺度得点の年代差の検討により、高年齢層がリーフ緑茶に『精神の調整』や『食と
の相性』を求める度合いは、低・中年齢層とほとんど変わらないことが明らかになった。
さらに、『体温の調節』は低年齢層で最も重視されていた。これらのことからリーフ緑茶の
持つ情緒や文化に関する価値は年代の違いに関わらず認識されていると言えよう。しかし
ながら、高年齢層における『緑茶への嗜好』は最も高かった。高年齢層はリーフ緑茶に対
して情緒や文化的な効用を他の年代と比較して特別強く求めているわけではなく、『緑茶へ
の嗜好』がとりわけ強いためにリーフ緑茶を飲んでいると言うことができよう。 
『精神の調整』を重視する度合いは中年齢層の男性において顕著に低かったが、これは
仕事などで家の外に出る時間が比較的長く、外出先で落ち着いてリーフ緑茶を飲む機会が
少ないためであると考えられる。中年齢層の男性に比べて高年齢層の男性の得点が有意に
高いのは、就労形態の変化により家にいる時間が増え、リーフ緑茶を飲む機会が増加する
ためであろう。したがって、リーフ緑茶と家庭生活との結びつきは深く、くつろぎや家族
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団欒の場である家庭において『精神の調整』という効用が活かされているものと言える。 
『受動的な飲用』については低・高年齢層で男女差がみられ、女性の方が飲用理由とし
ていたが、中年齢層では男女差がなかった。これは中年齢層の男性が仕事や外食時にリー
フ緑茶を淹れてもらう機会が多いことによると推察される。また、女性は家庭などで他者
の求めに応じてリーフ緑茶を淹れる機会が多いために、男性よりも下位尺度得点が高かっ
たのであろう。 
2.4.3 飲用理由が飲用頻度へ与える影響 
今回得られた因子のうち、『緑茶への嗜好』はリーフ緑茶の飲用杯数と強い正の相関が認
められたため、飲用頻度は主に緑茶への嗜好や習慣と関連していると考えられる。 
年代別にみると、高年齢層と低年齢層において飲用杯数と相関がみられたのは『緑茶へ
の嗜好』のみであったが、中年齢層では『精神の調整』や『食との相性』とも相関がある
ことが明らかとなった。 
高年齢層の世代には元々コーヒーや紅茶などの他飲料が少なく、習慣としてリーフ緑茶
を飲んできたため、『緑茶への嗜好』が元々強く、このことが飲用杯数の多さに直接結びつ
いていることが確認された。 
中年齢層の世代には様々な種類の飲料が日常的に飲用されるようになり、相対的に『緑
茶への嗜好』がやや低くなったが、『精神の調整』や『食との相性』といった情緒的・文化
的効用への希求がリーフ緑茶飲用に繋がっていると示唆された。特に中年齢層の年代は仕
事や家事などで忙しく、気分転換にリーフ緑茶を活用していると考えられる。中年齢層の
男性は『精神の調整』を重視する度合いこそ低いものの、その中でも家での落ち着きを求
める人ほど飲用頻度が多い傾向にあることが窺える。 
高年齢層において、中年齢層のように『精神の調整』や『食との相性』と飲用杯数の相
関がないのは、これらの価値を高年齢層が求めていないということを示しているわけでは
ない。実際にリーフ緑茶を飲んだときには中年齢層と同様にそれらの効用を感じているは
ずである。この結果は、あくまで飲用杯数との相関であり、高年齢層がリーフ緑茶の飲用
に際して、落ち着きたいから飲むというよりも、それが好きだから、またはいつも飲んで
いるから飲みたいと思うことを表している。しかしながら、中年齢層の飲用杯数に『精神
の調整』や『食との相性』における相関があることは、今後老人福祉施設においても精神
的・文化的価値をより感じさせられるようなリーフ緑茶の活用が求められることを意味し
ている。中年齢層以下の世代については彼らが高齢者の年代になるまでに、どのように嗜
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好が変化するかが明らかではないため、今後のさらなる調査が求められよう。 
 
2.5 小括 
リーフ緑茶の飲用理由について『精神の調整』、『緑茶への嗜好』、『受動的な飲用』、『食
との相性』、『体温の調節』の 5 因子が得られた。このうち、『精神の調整』と『食との相
性』を飲用理由とする度合いに年代差はなかったため、リーフ緑茶の持つ情緒や文化を解
して飲用を楽しみたいという意識はどの年代にも共通した普遍的なものであると推察され
た。 
それにも関わらず、低年齢層は食事時を中心にリーフ緑茶を飲まなくなっている。これ
は、若い年代において『緑茶への嗜好』が低いことに加え、『精神の調整』や『食との相性』
といった情緒や文化的な価値を求めてリーフ緑茶を実際に飲む機会が少なくなっているた
めであると考えられる。 
一方、高年齢層では飲用杯数が最も多く、食事時の飲用も多かった。これは高年齢層の
『緑茶への嗜好』が高いことによることが明らかとなった。以前より生活の中でリーフ緑
茶を日常的に飲んできた高年齢層にとって、『精神の調整』や『食との相性』といった精神
的・文化的な価値はリーフ緑茶を飲む杯数が多いことに対する直接的な要因ではないが、
リーフ緑茶を実際に飲む際には他の年代層と同様にそれらの価値を期待していると推察さ
れる。これらは今までの習慣を継続する意味で老人福祉施設でも積極的にリーフ緑茶を飲
用する機会をつくることが求められていることを示している。さらに高年齢層では他の年
代と同じく、情緒的・文化的な価値をリーフ緑茶にも求めていることから、日々の生活に
ゆとりや楽しみをもたらすものとしてリーフ緑茶を活用することができる可能性が示され
たと言えよう。さらに、老人福祉施設でのリーフ緑茶の活用は、番茶を飲んでいたころか
ら続く家族団欒やもてなし、食との関わりといったリーフ緑茶が持つ日本独自の文化を保
持することにも繋がる。 
リーフ緑茶を老人福祉施設で活用できる可能性については本章で示されたものの、実際
の活用に当たって、利用者の感情に配慮しつつどのような点に留意しながら支援をすべき
かについては明らかでない。次章ではリーフ緑茶を飲む立場から、その飲用に対する認識
における年代差を検討し、老人福祉施設でリーフ緑茶を活用する際の配慮点を見出す。 
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第 3章 リーフ緑茶飲用の際の認識における年代間比較（調査研究Ⅱ） 
3.1 目的 
 食嗜好を構成する要因として、食べ物や飲み物の外観特性（視覚）、香味特性（嗅覚・味
覚）、組成特性（触覚・聴覚）が挙げられている 1)。リーフ緑茶を飲む際にも人々はこれら
の特性を五感で感じ取る。また、周囲環境は複数の環境要因が複合されて存在しているこ
とから、環境の総体的な向上のためには、それを構成する要因を複合的に捉える必要性が
指摘されている 2)。そのため、リーフ緑茶の固有の特性や飲む場の環境を複合的に捉える
と共に、特に重視される複数の要因を選択的に改善することは快適性の向上に有効に繋が
ると考えられる。さらに、老人福祉施設におけるリーフ緑茶の飲用環境を利用者の側に立
って改善していくことは、老人福祉施設への環境適応の際にも有効であると考えられる。
そのためには、人々がリーフ緑茶を飲む際に、どのような点に意識を向けているかについ
て明らかにすることが求められる。 
岩崎はペットボトルなどの緑茶飲料と比較して、リーフ緑茶を情緒的価値が求められる
飲料と指摘しており、リーフ緑茶を飲んだ際に人々はリラックスなどの感情を抱くと述べ
ている 3)。しかし、リーフ緑茶はリラックス作用のある L-テアニンと共に覚醒作用を持つ
カフェインを含有しており、飲用によってリラックス以外の感情も生み出される 4)。また、
リーフ緑茶を飲む一連の行為自体が文化的な習慣であるために、そのこと自体が日々の
人々の感情に影響を与えることも考えられる。老人福祉施設においても、利用者の感情を
鑑みながらリーフ緑茶の飲用の支援を行うことが望まれる。 
調査研究Ⅰより、リーフ緑茶の飲用頻度やそれに対する嗜好に年代差があることが明ら
かとなっている。そのため、リーフ緑茶を飲む際に意識すること、またその際の感情の変
化についても年代による差があることが予想される。本章では高年齢層が他の年代と比較
してリーフ緑茶飲用時にどのような認識を有するのかを明らかにする。また、リーフ緑茶
を飲んだ際の感情の変化に対して、どのような点に意識を向けることが影響しているのか
について検討し、老人福祉施設におけるリーフ緑茶飲用の支援の際に配慮すべき視点を見
出すことを目的とした。 
 
3.2 方法 
3.2.1 調査概要 
関東地方およびその隣県の住民を対象に質問紙調査を実施した。調査方法、倫理的配慮
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および回答者については調査研究Ⅰに準じた。 
 3.2.2 調査内容 
リーフ緑茶を飲む際に意識することとして挙げた 26 項目を飲用時留意尺度として（質
問Ⅰ）、リーフ緑茶を飲む際に感じることとして挙げた 28 項目を感情の肯定的変化尺度と
して（質問Ⅱ）、それぞれ回答を求めた。質問Ⅰでは等間隔に並べた 1（意識しない）、2
（やや意識しない）、3（どちらとも言えない）、4（やや意識する）、5（意識する）までの
数字のいずれか 1 つに丸印をつけるようにした。質問Ⅱも同様に 1（感じない）、2（やや
感じない）、3（どちらとも言えない）、4（やや感じる）、5（感じる）までの 5 件法で回答
を求めた。なお、質問項目の作成に際しては、大学生とその家族を対象として事前に予備
調査（n=120）を実施した。リーフ緑茶を飲む際に意識することおよび感じることについ
て、箇条書きでの自由記述を求め、複数回答があった項目を本調査の項目として設定した
（予備調査の結果については付録 2 および付録 3 参照）。 
3.2.3 分析方法 
質問Ⅰおよび質問Ⅱの各質問項目の評点の平均と標準偏差を算出した。それぞれの質問
に対してPromax 回転を伴う主因子法による因子分析を実施し、因子の命名を行うと共に、
各因子に相当する項目の平均値である下位尺度得点および Cronbach のα係数を算出した。
その後、性別と年代による差を検討するために 2 要因の分散分析を実施した。さらに、質
問Ⅰで得られた因子を独立変数、質問Ⅱの各因子を従属変数とし、年代別に重回帰分析を
実施した。投入法は強制投入法とした。なお、事前に多重共線性の診断を行い、VIF 値が
どの独立変数でも 5 未満であることを確認した。分析には IBM SPSS Statistics 21 を使用
した。 
 
3.3 結果 
3.3.1 リーフ緑茶を飲む際に意識することの年代差 
飲用時留意尺度 26 項目（図 3-1）について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度
は 0.86 であり、Bartlett の球面性検定の結果は有意であった（近似カイ 2 乗値 4496.99, 
p<.001）。そのため、これらの 26 項目は因子分析を行うのに適したデータであると判断し
た。主因子法による因子分析の結果、固有値の変化やスクリープロットにより 6 因子が妥
当であると判断された。6 因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行う
と、全ての項目においていずれかの因子の負荷量が 0.4 以上であったため、これを最終的
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な結果とした（表 3-1）。26 項目で回転前の全分散を説明する割合は 67.3%であった。 
第 1 因子では「10.緑茶の淹れ方」、「9.緑茶の濃さ」、「3.緑茶の色」などのリーフ緑茶の
特徴に関する項目の負荷量が高く、『緑茶の特性』と命名した。第 2 因子は「21.一緒に飲
む人数」、「18.静けさ」、「20.周囲の環境」などリーフ緑茶を飲む人を取り巻く環境を内容
としていたため、『喫茶時の環境』とした。第 3 因子では「25.ゆっくりすること」、「24.
リラックスすること」、「26.気分転換」、「23.体を温めること」といった気分や体温の変化
に関連する項目が当てはまり、『心地よさ』と名付けた。第 4 因子では「13.一緒に食べる
菓子」、「14.一緒に食べる食事」、「12.茶柱」といった食事に関する内容であったため、『共
に食するもの』と命名した。第 5 因子は「15.季節」、「19.気温」といった飲用する際の気
候に関する内容であり、『気候』とした。第 6 因子は「4.緑茶の渋み」、「5.緑茶の苦み」と
いった緑茶に特有の味を内容としており、『苦渋味』と命名した。各因子の Cronbach のα
係数の最小値は 0.76、最大値は 0.88 であり、内的整合性を有していることが確認された。 
飲用時留意尺度の下位尺度得点の性別と年代の 2 要因の分散分析の結果（表 3-2）、『緑
茶の特性』では男女差・年代差の両方がみられ、女性ほど、年代が上がるほど得点が高か
った。また、『喫茶時の環境』および『苦渋味』については年代の主効果が有意であり、『喫
茶時の環境』については高年齢層が他の年代に比べて意識する度合いが高かった。『苦渋味』
では低年齢層のみ得点が有意に低かった。 
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図 3-1 リーフ緑茶を飲用する際に意識する度合い（飲用時留意尺度、n=309） 
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表 3-1 飲用時留意尺度の因子分析結果 
 
 
表 3-2 男女・年代別の下位尺度得点と分散分析結果（飲用時留意） 
下位尺度得点
（α係数） 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子
『緑茶の特性』 3.84 ± .78 10.緑茶の淹れ方 .79 .16 -.06 -.07 -.08 -.18
(.88) 9.緑茶の濃さ .77 -.20 .07 -.06 .19 .02
3.緑茶の色 .71 -.05 -.01 .01 .00 .01
1.緑茶の味 .65 -.15 .05 -.06 .03 .16
11.緑茶を淹れる道具 .64 .26 .00 .09 -.05 -.16
7.緑茶の量 .62 .11 -.19 .04 .00 .08
2.緑茶の香り .62 -.06 .15 -.08 -.03 .16
8.緑茶の温度 .59 -.02 .02 .02 .09 -.02
6.緑茶の甘味 .52 .03 .03 .01 -.07 .16
『喫茶時の環境』 2.21 ± .94 21.一緒に飲む人数 .07 .77 -.01 .14 -.24 -.04
(.88) 18.静けさ -.05 .75 .05 -.06 .10 .01
20.周囲の状況 -.08 .74 .09 -.12 .19 .02
22.誰と飲むか .01 .73 -.02 .17 -.15 .01
17.場所 -.02 .72 -.01 -.11 .24 .11
16.時間帯 .03 .51 .02 -.04 .30 .07
『心地よさ』 3.37 ± 1.07 25.ゆっくりすること .01 .03 .94 -.04 -.07 -.05
(.87) 24.リラックスするこ
と
.00 .02 .89 .00 -.02 .02
26.気分転換 -.03 .06 .81 .03 -.05 .01
23.体を温めること .06 -.01 .48 .21 .09 -.08
『共に食するもの』 2.49 ± 1.10 13.一緒に食べる菓子 .06 -.10 .03 .89 .08 -.02
(.77) 14.一緒に食べる食事 -.02 -.02 .03 .75 .15 .09
12.茶柱 -.20 .18 .00 .47 -.03 .06
『気候』 2.75 ± 1.28 15.季節 .03 .02 -.03 .14 .73 -.03
(.76) 19.気温 .03 .19 -.07 .04 .64 -.11
『苦渋味』 3.80 ± 1.00 4.緑茶の渋み .21 .05 -.04 .03 -.03 .81
(.88) 5.緑茶の苦味 .24 .08 -.03 .07 -.10 .68
因子間相関 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子
第1因子 ― .27 .40 .22 .11 .50
第2因子 ― .38 .45 .41 .02
第3因子 ― .42 .29 .27
第4因子 ― .24 .00
第5因子 ― .09
第6因子 ―
因子抽出法：主因子法，　回転法：Promax回転，　回転前の累積寄与率：67.3% n=309
因子名 　質問項目
因子負荷量
男性 女性 主効果 ～29 30～59 60～ 主効果
緑茶の特性 3.57 4.05 *** 3.39a 3.85b 4.15c *** n.s.
喫茶時の環境 2.18 2.24 n.s. 1.89a 2.05a 2.58b *** n.s.
心地よさ 3.24 3.46 n.s. 3.46 3.27 3.39 n.s. n.s.
共に食するもの 2.41 2.56 n.s. 2.67 2.35 2.51 n.s. n.s.
気候 2.64 2.83 n.s. 2.47 2.82 2.87 n.s. n.s.
苦渋味 3.69 3.88 n.s. 3.48a 3.91b 3.91b ** n.s.
** p < .01，*** p < .001 n=309
各因子における異なるアルファベット間にTukeyの多重比較による有意差あり
因子
性別 年代 交互
作用
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3.3.2 リーフ緑茶を飲む際に感じることの年代差 
感情の肯定的変化尺度 28 項目（図 3-2）について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性
の測度は 0.92 であり、Bartlett の球面性検定では有意差がみられた（近似カイ 2 乗値
5715.29, p<.001）。そのため、これらの 28 項目は因子分析を行うのに適したデータである
と判断した。主因子法による因子分析の結果、固有値の変化やスクリープロットにより 3
因子が妥当であると判断された。その後、3 因子を仮定して Promax 回転を伴う主因子法
による因子分析を実施すると、「7.緊張がなくなる」、「8.眠くなる」、「9.温まる」の因子負
荷量が 0.4 に達しなかったため、これらの項目を除外し、再度因子分析を行った。すると、
どの項目においても因子負荷量が 0.4 以上を示したため、これを最終的な結果とした（表
3-3）。回転する前の 3 因子で 23 項目の全分散を説明する割合は 58.0％であった。 
第 1 因子では「16.やる気が出る」、「17.集中できる」、「15.覚醒する」、「18.元気になる」
など、気分転換や積極性に関する内容であったため、『意欲の向上』と名付けた。第 2 因
子では「2.落ち着く」、「4.和む」、「1.ほっとする」、「3.安らぐ」などの情緒性に関する項目
の因子負荷量が高く、『情緒の安定』と命名した。第 3 因子では「25.食事をおいしいと感
じる」、「27.日本人だと感じる」、「24.菓子を食べたくなる」、「23.のどが潤う」といったリ
ーフ緑茶を飲んだときの効用と食文化に関する項目を内容としていたため、『飲食の楽しみ』
と命名した。各因子の Cronbach のα係数の最小値は 0.76、最大値は 0.94 であり、内的
整合性を有していることが確認された。  
感情の肯定的変化尺度の下位尺度得点の性別と年代の2要因の分散分析の結果（表 3-4）、
『情緒の安定』と『飲食の楽しみ』に男女差が認められ、女性の得点の方が高かった。ま
た、『飲食の楽しみ』については年代差があり、中年齢層と比較して高年齢層の得点が高か
った。 
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図 3-2 リーフ緑茶を飲用する際に感じる度合い（感情の肯定的変化尺度、n=309） 
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表 3-3 感情の肯定的変化尺度の因子分析結果 
 
 
表 3-4 男女・年代別の下位尺度得点と分散分析結果（感情の肯定的変化） 
下位尺度得点
（α係数） 第1因子 第2因子 第3因子
『意欲の向上』 2.78 ± .82 16.やる気が出る .94 .02 -.15
(.91) 17.集中できる .91 -.04 -.12
15.覚醒する .83 -.12 -.05
18.元気になる .77 -.01 .07
11.心が無になる .60 -.01 -.03
13.目が覚める .58 .10 -.02
21.考え事をする .56 -.04 .13
14.すっきりする .56 .16 .01
19.話をしたくなる .56 -.16 .23
20.時間を楽しめる .53 .14 .14
10.気分が変わる .51 .32 -.03
28.よい風景を思い出す .48 -.08 .23
『情緒の安定』 4.01 ± .83 2.落ち着く -.08 .97 -.05
(.94) 4.和む -.08 .95 .04
1.ほっとする -.09 .88 .04
3.安らぐ -.09 .88 .10
5.いやされる .04 .81 .01
6.リラックスする .19 .75 -.11
12.一息つける .25 .47 .02
『飲食の楽しみ』 3.65 ± .78 25.食事をおいしいと感じる -.08 -.06 .83
(.76) 27.日本人だと感じる .00 .04 .52
24.菓子を食べたくなる .09 -.06 .51
23.のどが潤う -.06 .16 .49
26.口の中がさっぱりする .09 .14 .45
22.さらに飲みたくなる .26 .08 .43
因子間相関 第1因子 第2因子 第3因子
第1因子 ― .50 .55
第2因子 ― .53
第3因子 ―
因子抽出法：主因子法，回転法：Promax回転，回転前の累積寄与率：58.0% n=309
因子名 　質問項目
因子負荷量
男性 女性 主効果 ～29 30～59 60～ 主効果
意欲の向上 2.67 2.86 n.s. 2.77 2.65 2.90 n.s. n.s.
情緒の安定 3.85 4.14 ** 3.94 4.04 4.04 n.s. n.s.
飲食の楽しみ 3.45 3.81 *** 3.66ab 3.51a 3.78b * n.s.
* p < .05，** p < .01，*** p < .001 n=309
各因子における異なるアルファベット間にTukeyの多重比較による有意差あり
因子
性別 年代 交互
作用
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3.3.3 高齢者が感情の肯定的な変化を感じるための留意点 
リーフ緑茶を飲む際に意識する内容が『意欲の向上』、『情緒の安定』、『飲食の楽しみ』
のそれぞれどの感情の変化に結びついているかについて検討するために重回帰分析を実施
した。 
その結果、『意欲の向上』に対して、全体としては『喫茶時の環境』（β=.27，p<.001）
と『心地よさ』（β=.38，p<.001）が影響を与えていた。低年齢層では『緑茶の特性』（β
=.37，p<.01）の影響の方が強く、『喫茶時の環境』に対して意識することが『意欲の向上』
には繋がっていないことが特徴的であった。高年齢層では全体と同じく、『喫茶時の環境』
（β=.32，p<.01）と『心地よさ』（β=.28，p<.01）を意識することが『意欲の向上』に
結びついているという結果となった（表 3-5）。 
『情緒の安定』に対しては、全体として『緑茶の特性』（β=.22，p<.001）、『心地よさ』
（β=.54，p<.001）、『共に食するもの』（β=-.12，p<.05）の 3 因子が影響を与えている
という結果となった。しかし、高年齢層については『心地よさ』（β=.39，p<.001）のみ
有意であった。本因子に関しては中年齢層において、『緑茶の特性』（β=.32，p<.01）と
『共に食するもの』（β=-.30，p<.001）の影響があることが特徴的であった（表 3-6）。 
『飲食の楽しみ』では、全体として『緑茶の特性』（β=.29，p<.001）、『心地よさ』（β
=.31，p<.001）、『共に食するもの』（β=.13，p<.05）の 3 因子が影響を与えていた。低年
齢層では『緑茶の特性』（β=.41，p<.01）のみ、中年齢層では『心地よさ』（β=.41，p<.001）
のみしか標準偏回帰係数が有意でなかった。一方、高年齢層では『緑茶の特性』（β=.19，
p<.05）、『心地よさ』（β=.44，p<.001）、『共に食するもの』（β=.24，p<.05）の 3 因子が
『飲食の楽しみ』に対して影響していた（表 3-7）。 
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表 3-5 『意欲の向上』に対する各因子に意識することの影響 
 
 
表 3-6 『情緒の安定』に対する各因子に意識することの影響 
 
 
表 3-7 『飲食の楽しみ』に対する各因子に意識することの影響 
 
 
～29歳 30～59歳 60歳～ 全体
緑茶の特性 .37** .07 -.07 .11
喫茶時の環境 .10 .30** .32** .27***
心地よさ .51*** .42*** .28** .38***
共に食するもの .01 .00 .20 .10
気候 -.14 -.10 .00 -.08
苦渋味 -.05 -.03 -.01 -.02
R2値 .50*** .38*** .41*** .38***
* p < .05, ** p < .01, *** p < .001 n=309
従属変数：意欲の向上
独立変数
標準偏回帰係数
～29歳 30～59歳 60歳～ 全体
緑茶の特性 .24* .32** -.02 .22***
喫茶時の環境 -.02 .00 .08 -.01
心地よさ .63*** .55*** .39*** .54***
共に食するもの -.10 -.30*** .20 -.12*
気候 .04 .02 -.21 -.01
苦渋味 .08 -.07 .16 .03
R2値 .55*** .49*** .30*** .39***
* p < .05, ** p < .01, *** p < .001 n=309
従属変数：情緒の安定
独立変数
標準偏回帰係数
～29歳 30～59歳 60歳～ 全体
緑茶の特性 .41** .21 .19* .29***
喫茶時の環境 .01 -.15 -.08 -.08
心地よさ .04 .41*** .44*** .31***
共に食するもの .12 .08 .24* .13*
気候 .20 .11 -.06 .09
苦渋味 .15 .00 .05 .05
R2値 .40*** .30*** .44*** .33***
* p < .05, ** p < .01, *** p < .001 n=309
従属変数：飲食の楽しみ
独立変数
標準偏回帰係数
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3.4 考察 
3.4.1 リーフ緑茶を飲む際に意識することの年代差 
緑茶の茶葉や浸出液に含まれる成分の組成は、品種や加工方法 5)、生産地域 6)、さらに
価格 7)によっても異なることが知られている。また、茶葉の量や淹れる温度、浸出時間な
どの淹れ方によっても浸出液の成分含量は増減し 8)、それに応じて香味や水色も変化する。
さらには、急須や湯飲みなどの茶器には様々な色や形、材質のものがあり、これらはリー
フ緑茶の水色と共に視覚によって捉えられる印象に影響を与える。このように、リーフ緑
茶を構成するものは多く、一杯のリーフ緑茶にはそれらの様々な要素が内包されている。
よって、第 1 因子『緑茶の特性』はリーフ緑茶の見た目や香味、温度といったリーフ緑茶
を構成する要素について、五感を用いて総合的に捉えることを示すと考えられる。 
リーフ緑茶を飲む際、周囲の状況や共に飲む人、場所、時間といった各人を取り巻く複
数の要素によってリーフ緑茶を飲む場は構成される。これら１つ１つの要素は、リーフ緑
茶を飲む当人にとって、その場が好ましいと感じるかどうかに関わってくる。第 2 因子『喫
茶時の環境』は人々が心地よくリーフ緑茶を飲むために、リーフ緑茶を飲む場を構成する
各要素に対して意識を向けることを表しているのであろう。 
第 2 章において、リーフ緑茶を飲む理由として、『精神の調整』や『体温の調節』が挙
げられることを既に報告した。情緒的価値が求められていることからも、人々はリーフ緑
茶飲用に際して、精神と身体の両面においてリラックスできるような状態を求めていると
考えられる。したがって、第 3 因子『心地よさ』はリーフ緑茶を飲む際に心身の心地よさ
を求め、その雰囲気を味わうことを表していると考えられる。 
2002 年の調査では、「食事時」には 77%の人が日本茶を飲むと回答し、この割合は他飲
料と比べても高いことが報告されている 9)。また、「急須で淹れる緑茶」として思い浮かべ
る語句として「和菓子」の出現数は高く 3)、食事や菓子を食べる際のリーフ緑茶の飲用は
日常茶飯事であるという認識が窺える。このように茶と相性の良い和食や和菓子と共に茶
を喫することは日本古来の文化である。したがって、第 4 因子『共に食するもの』は日常
生活において、リーフ緑茶と共に食する食事や菓子自体や、それらとリーフ緑茶の調和に
対して意識を向けていることを表している。 
一般的には普通煎茶は 90℃、上級煎茶は 70℃程度の温度で淹れる 10)。浸出後のリーフ
緑茶にもある程度の温度があるため、あまり気温が高い時には冷ましたり、他の冷たい飲
料を飲んだりといった判断をする。また、リーフ緑茶は 5 月半ばから 10 月半ば頃まで消
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費が停滞し、気温の下降と共に飲用頻度が上がることが報告されており 11)、季節がリーフ
緑茶の飲用に対して影響を与えている面がある。したがって、第 5 因子『気候』はリーフ
緑茶を楽しむに当たって、自分にとって心地よい体感温度を感じるため、気温や季節とい
った気候に留意することを示すと考えられる。 
苦味と渋味は緑茶における特徴的な味であり、これらの味はカテキン（苦味・渋味）と
カフェイン（苦味）が担っている 12)。抽出されるカテキンやカフェインの含量は淹れ方に
よっても変わり 8)、感じる苦渋味の度合いは変化する。また、カテキンの健康効果が宣伝
されていることや、カフェインレスの緑茶が販売されていることから、人々はカテキンの
健康効果やカフェインの覚醒作用に対して意識を向けていると考えられる。そのため、第
6 因子『苦渋味』は苦味や渋味の特徴的な味やそれへの嗜好性、さらにはカテキン・カフ
ェインの健康への影響を意識することを示していると推察される。 
6 因子の内、『緑茶の特性』では女性の得点の方が有意に高かったことから、女性の方が
味や香りなどについて意識しながらリーフ緑茶を飲んでいることが窺える。茶は女性と不
可分の関係にあると言われている 13)ように、昔から女性の方が茶を淹れる機会が多かった
ため、淹れ方によって味わいが変化するという経験を積んでいる女性の方が『緑茶の特性』
をより意識しているのであろう。 
一方、年代差がみられたのは『緑茶の特性』、『喫茶時の環境』、『苦渋味』の 3 因子であ
り、全て高年齢層の得点が有意に高かった。第 2 章で記述した通り、年代が上がるほどリ
ーフ緑茶の飲用機会が多いため、高年齢層ではリーフ緑茶の飲用を楽しみたいと感じてい
るのであろう。そのため、『緑茶の特性』や『喫茶時の環境』を好ましいものにしたいとい
う意識が強いと考えられる。また、急須で淹れた緑茶をよく飲む人に対しては緑茶飲料に
渋味性カテキンを多く配合することが望ましいという報告 14)もあるため、リーフ緑茶を飲
み慣れている高年齢層ほど好ましいと感じる緑茶の特徴が明確であり、『苦渋味』などもあ
る程度味わいたいという思いがあるのであろう。特に高年齢層の人にリーフ緑茶を提供す
る際にはこれらの因子に留意し、緑茶や淹れ方の選択、飲用する場の環境設計をすること
が求められる。 
以上の 6 因子はリーフ緑茶を提供する際に留意すべき視点であると捉えられる。老人福
祉施設でリーフ緑茶を活用する際にもこれらの視点に留意することが有効であろう。 
3.4.2 リーフ緑茶を飲む際に感じることの年代差 
茶が日本に伝わった当初、禅僧は修業中の眠気覚ましとして茶を使用していた 15)。これ
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は現代のようにカフェインを含む飲料が希少であったため、茶のように少量のカフェイン
が含まれている飲料でも覚醒効果が強く表れたためであると考えられている 16)。現在では
コーヒーやカフェイン添加ドリンクなどのカフェイン含量が多いドリンクが増えたため、
茶に強い覚醒作用は求められてはいないが、リーフ緑茶にもある程度カフェインが含まれ
ていることは認知されているため、気分転換ができる飲料として捉えられていると考えら
れる。また、リーフ緑茶を飲むにはある程度の時間がかかり、その時間は往々にして休憩
時間に充てられる。この時間に水分補給もかねてリーフ緑茶を味わうことは気分転換、ひ
いては次の活動への意欲に繋がるものと推察される。さらに、リーフ緑茶は複数人で飲ま
れることもあり、その場合はリーフ緑茶を人々の間に介在させることにより、会話がはじ
まり、活力が生まれる面もあるだろう。そのため，第 1 因子『意欲の向上』はリーフ緑茶
の飲用やそれに付随する休憩時間、さらにはリーフ緑茶が介在した場の雰囲気により気分
が変わり、様々なことに対して意欲が湧くことを表していると考えられる。 
「お茶にする」という言葉は「一休みをして心身の疲労を和らげる」意味で広く使われ
ており 17)、一般的に喫茶により気持ちが落ち着くといった認識があることが窺える。また、
岩崎はリーフの緑茶を情緒性飲料と位置づけており、持ち運びができてすぐに飲むことが
できる市販緑茶飲料に対して、リーフの緑茶は「一息」、「くつろぎ」、「やすらぎ」などの
情緒的価値が高いことを述べている 3)。したがって、第 2 因子『情緒の安定』は、時間を
かけてリーフ緑茶を味わうことにより、人々の情緒が安定することを示していると推察さ
れる。 
伝統的に茶粥や茶漬けを食している地域は日本各地にあり 18)、茶は日本の食文化の一部
であった。日常生活を芸術化した茶道において、茶事の中に懐石料理や和菓子を食するこ
とが含まれていることからも、茶と食の結びつきの強さを読み取ることができる。また、
戦後の家庭において、特に食卓でのリーフ緑茶飲用は一家団欒の象徴であり、料理や茶菓
子と共に楽しまれてきた。食べ物と共に飲まれるということはリーフ緑茶と日本食との相
性がよいことを表しており、食事中や食後に喉を潤おし、口内をさっぱりとさせるために
も飲用されている。したがって、第 3 因子『飲食の楽しみ』は日本食と相性のよいリーフ
緑茶を飲むことで、日本の文化としてその飲用を楽しんでいることを示すと考えられる。 
 下位尺度得点の男女差の検討の結果『情緒の安定』と『飲食の楽しみ』を女性が感じる
度合いの方が高かったため、老人福祉施設でのリーフ緑茶活用の際にはこのことを考慮し、
全ての利用者が心地よく過ごせるように利用者の感情に対して目を向けるべきであろう。 
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年代差の検討の結果、『飲食の楽しみ』については中年齢層よりも高年齢層の方が感じる
度合いが強かった。これは仕事などで忙しい中年齢層がリーフ緑茶と食事をゆっくり楽し
めていないことを示していると考えられる。また、『意欲の向上』や『情緒の安定』につい
てはどの年代でも同程度感じられていたため、これらはリーフ緑茶の飲用により年代を超
えて感じられる感情であると判じられる。特に高年齢層では感情に関する 3 因子全てを感
じる度合いが高いため、リーフ緑茶を老人福祉施設でも活用することが求められよう。 
以上の 3 因子はリーフ緑茶を飲む際の感情の変化に対する視点と捉えられる。老人福祉
施設におけるリーフ緑茶の活用においても、これらの視点を通して利用者の感情の変化を
考慮すべきである。 
3.4.3 高齢者が感情の肯定的な変化を感じるための留意点 
高年齢層において、『喫茶時の環境』と『心地よさ』に対して意識することが『意欲の向
上』を感じることに結びついていた。これは、低年齢層では『喫茶時の環境』ではなく『緑
茶の特性』を意識する方が『意欲の向上』に結びつくことと対照的であると言えよう。こ
のことは、老人福祉施設において活動が始まる前や、活動の間の休憩時間にリーフ緑茶を
提供する際、周りの環境に対して留意すべきであることを示している。ゆっくりと落ち着
いた雰囲気をつくると言うよりは、複数人で会話しながら、利用者が気分転換でき活力が
生まれるような支援を行うことが求められる。また、リーフ緑茶を飲みながらコミュニケ
ーションをとりやすい環境や設えも共に求められよう。 
『情緒の安定』に対しては、高齢者において『心地よさ』に対して意識することのみ有
意な影響があることが明らかになった。高年齢層ではリーフ緑茶を飲めば、その特性や周
囲の環境がどのようなものであっても、心地よく過ごすことによってある程度『情緒の安
定』を感じることができると考えられる。しかし、このことは『緑茶の特性』や『喫茶時
の環境』をないがしろにしてもよいということを表すわけではなく、利用者が落ち着ける
ような環境作りなどは当然必要である。中年齢層では高年齢層と異なり、『緑茶の特性』と
『共に食するもの』の影響を受けることが明らかになった。緑茶の特性では正の影響があ
り、今後老人福祉施設でも『緑茶の特性』について留意することが利用者の落ち着きに繋
がっていくと予想される。また、『共に食するもの』について負の影響がみられたのは、現
在就労している中年齢層の世代ではゆっくり食事をとることができず、そのことが『情緒
の安定』に繋がらない要因になっているためであると考えられる。しかし、この世代が高
齢者の世代になって、ゆっくり食事を摂ることができるようになった場合に、この負の影
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響はなくなる可能性が考えられる。彼らの今後の認識の変化について注視する必要がある。 
高年齢層においては『緑茶の特性』、『心身の変化』、『共に食するもの』に対して意識す
ることが『飲食の楽しみ』を感じることに繋がることが明らかとなった。高齢者はゆっく
りと味や香りなどの『緑茶の特性』を味わい、さらに食事や菓子と食べ合わせることで、
文化的観点からも『飲食の楽しみ』を感じていると考えられる。 
 
3.5 小括 
高年齢層ではリーフ緑茶を飲む際に『緑茶の特性』や『喫茶時の環境』などに意識を向
けているが、リーフ緑茶による感情の変化の度合いは他の年齢層とあまり変わらないこと
が明らかとなった。高年齢層に対しては，心地よくリーフ緑茶を飲めるような場やしつら
えを整えると同時に、適切な茶葉や淹れ方を選択することが、リーフ緑茶をより楽しむこ
とに繋がると考えられる。 
また、どのような点に意識を向けることが肯定的な感情の変化に繋がるかについて検討
した結果、高年齢層にとっては第一にゆっくりとリーフ緑茶を味わう心地よい時間を確保
することが必要であった。老人福祉施設ではその上で、活動前や休憩時間の『喫茶時の環
境』に対して留意することで『意欲の向上』を試みることや、『緑茶の特性』や『共に食す
るもの』を選択することで、食事や休憩の時間をさらに充実させ、『飲食の楽しみ』を感じ
させることが求められよう。 
 本章ではリーフ緑茶を飲用する側の視点で、高年齢層が飲用する際に意識を向けること
や、そのことが感情の変化にどのように結びついているのかについて明らかにすることが
できた。したがって飲用する立場からどのような点への配慮が求められているのかについ
て明らかになったと言えるが、現在、老人福祉施設でそれに応じてリーフ緑茶の支援が行
われているかについては明らかではない。そのため、次章では実際に老人福祉施設に勤務
する介護職員のリーフ緑茶飲用の支援の際の視点を見出し、本章で得られた飲用する側の
視点と比較することで、適切な支援が行われているか検討すると共に、利用者に対してリ
ーフ緑茶の活用を行う際の配慮点について明らかにする。 
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第 4 章 老人福祉施設におけるリーフ緑茶の活用に対する介護職員の認識およ
び飲用に適した環境についての検討（調査研究Ⅲ） 
4.1 目的 
第 2 章で述べたとおり、リーフ緑茶は高齢者を中心に飲用されている。飲用の場は家庭
にとどまらず、様々なコミュニティにまで及び、老人福祉施設においても当然利用されて
いる。そのため、今まで慣れ親しんだリーフ緑茶を安心して飲めるような支援が各施設に
求められるが、福祉の分野でリーフ緑茶の活用に焦点を当てた研究はほとんどない。 
老人福祉施設において、食事とおやつは単なるプログラムとしてではなく、利用者の身
体に根差した生活関連行為を引き出すという意味で重要な役割を果たしている 1)ことが言
われている。加えて、「食事」を生活の楽しみとして位置づけ提供し、生活関連行為を再び
獲得することは QOL の向上にも寄与するものと考えられている 2)。リーフ緑茶は食事や
おやつの時間に付随することが多く、それを淹れて飲用する行為もまた身体に根差した生
活関連行為である。さらに、認知症高齢者の QOL 向上のためにはコミュニケーションの
増加が重要であることが報告されており 3)、リーフ緑茶を介在させ、利用者がテーブルを
囲んで話をすることも QOL 向上に繋がる可能性が高い。これらの点は高齢者が老人福祉
施設の環境へ適応するためにも有効であろう。本研究では老人福祉施設のなかでも特に家
庭的な要素の強い認知症グループホーム（以下、GH）と大規模で収容人数が多い特別養
護老人ホーム（以下、特養）を対象にして、リーフ緑茶の活用について検討する。 
GH と特養は共に要介護の高齢者が入居して生活を送る施設であるが、その特徴には違
いがある。GH は要介護者であって認知症であるもののうち、少人数（定員は 5 人以上 9
人以下）による共同生活を営むことに支障がない者を対象としており、家庭的な環境や地
域住民との交流の下に支援が行われている 4)。1997 年度に痴呆性老人グループホームが
41 箇所設置されたことを皮切りに、以降、制度や名称の変遷と共に GH の事業所数は増加
し続け、2012 年 10 月現在では 11770 箇所が設置されている 5)ように、家庭的な環境かつ
地域密着型サービスの需要は益々高まっている。一方、特養は身体上または精神上著しい
障害があるために常時の介護を必要とする者を対象にしている 4)。特養の入所定員は 30
人以上と比較的規模が大きいが、近年ではプライバシーの確保や家庭的な雰囲気でのきめ
細やかな介護を目標として、全室個室かつ 10 人以下の少人数グループによるユニットケ
アが推奨されている。しかし、個室ユニット型のシェアは 2010 年現在で 25.4%であり、
いまだ大人数で介護を行う施設は多い 5)（なお、居室定員については 2012 年 4 月に従来
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の「4 人以下」から「1 人」に改められるなど、特養でも個別性を重視した介護が重要視
されてきている 6)）。 
このように、GH と特養を比較すると、規模や要介護度に違いがある。これらの差は各
施設におけるケアの質に影響を及ぼしていることが予想され、リーフ緑茶を淹れて飲用す
る際の支援（リーフ緑茶の支援）においても GH と特養の間には質的な差異があると判断
される。今後、リーフ緑茶を利用者の QOL 向上のために活用する上で、その差異につい
て検討することが求められる。 
しかしながら、リーフ緑茶の活用方法は各施設によって異なっており、活用の際に留意
すべき点は明らかではない。また、利用者だけでなく介護職員も共にリーフ緑茶の支援を
楽しむことが、限られたコミュニティである老人福祉施設おける円滑な人間関係を維持す
ることに繋がると考えられる。したがって、本章では老人福祉施設における、リーフ緑茶
の支援に対する介護職員の視点を明らかにし、第 3 章で明らかになったリーフ緑茶を飲用
する側の視点と比較することで、現在のリーフ緑茶の支援が適切であるか検討すると共に、
支援における配慮点を見出す。また、GH と特養におけるリーフ緑茶の支援に対する介護
職員の認識について比較することを通して、支援に適した環境について検討する。さらに
介護職員がリーフ緑茶の支援に対して充実感を得るための方策についての考察も行う。 
  
4.2 方法 
4.2.1 調査方法および回答者 
福岡県内から GH250 施設、特養 80 施設を無作為に抽出し、独自に作成した質問紙票を
郵送した。配布総数は GH で 1250 部、特養で 1200 部であり、各施設に勤務する介護職
員に回答を依頼した。調査期間は 2014 年 10 月から 12 月の 3 か月間とし、返信用封筒に
より回収を行った。集計の結果、GH では 77 箇所（30.8%）から 348 名（回収率 27.8%）
の回答が、特養では 18 箇所（22.5%）から 193 名（回収率 16.1%）の回答が得られた。
GH の有効回答者数は 317 名（男性 64 名、女性 253 名）であり、平均年齢は 45.4±13.1
歳、福祉施設での勤務年数の平均は 7.7±5.2 年であった。特養では 179 名（男性 64 名、
女性 115 名）の有効回答が得られ、その平均年齢は 39.4±11.5 歳、平均勤務年数は 9.3±
6.6 年であった。 
4.2.2 倫理的配慮 
 回答者に対して文書にて本研究の主旨を説明し、同意した場合に返送いただくように明
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記した。また、回答を全て数値化すること、および無記名での回答を求めたことにより、
回答者の特定に繋がらないように配慮した。 
4.2.3 調査内容 
 利用者に対してリーフ緑茶を淹れる際に留意すること 34 項目を飲用支援の質向上尺度
として、1（まったく気にしていない）、2（あまり気にしていない）、3（どちらとも言え
ない）、4（ある程度気にしている）、5（かなり気にしている）までの数字を等間隔に配置
し、その内１つに丸を付けてもらう 5 件法にて回答を求めた（質問Ⅰ）。質問Ⅰの項目の
作成に際しては、介護職員 10 名を対象とした自由記述式の予備調査を実施した。予備調
査の介護職員の複数回答を基に質問項目を作成し、その後調査研究Ⅱの「飲用時留意尺度」
の質問項目を基にして作成した項目を追加した（付録 4 参照）。また、リーフ緑茶飲用の
支援に対する介護職員の喜び、達成感、および満足感について、1（まったく感じない）、
2（あまり感じない）、3（どちらとも言えない）、4（ある程度感じる）、5（かなり感じる）
までの 5 件法でそれぞれ問うた（質問Ⅱ）。さらに、緑茶の時間をよりよいものにしたい
と思うか（質問Ⅲ）、施設で普段リーフ緑茶を淹れている人は誰か（質問Ⅳ）、利用者が緑
茶を淹れることが利用者自身の満足感に繋がると思うか（質問Ⅴ）についての質問も設定
した。質問Ⅲおよび質問Ⅴでは、1（まったくそう思わない）、2（あまりそう思わない）、
3（どちらとも言えない）、4（ある程度そう思う）、5（かなりそう思う）までの 5 件法で
の回答を求めた。 
4.2.4 分析方法 
 質問Ⅰに関しては主因子法・promax 回転による因子分析を実施し、因子の命名・解釈
を行った。また、各因子の Cronbach のα係数および下位尺度得点（各因子に含まれる項
目の得点の平均値）を算出し、一元配置分散分析でその差を検討した。質問Ⅰの各因子の
下位尺度得点および、質問Ⅱ、質問Ⅲでは平均値と標準偏差を算出し、GH と特養の介護
職員の認識の差異について検討するために t 検定を実施した。質問Ⅳでは単純集計を行い、
χ2 乗検定を実施した。質問Ⅴについては、「施設種類」と「普段リーフ緑茶を淹れている
人（利用者が淹れているかどうか）」の別に平均値と標準偏差を算出し、2 要因分散分析を
実施した。さらに、質問Ⅰから得られた因子を独立変数、質問Ⅱの感情に関するそれぞれ
の回答を従属変数とし、重回帰分析を実施した。投入法は強制投入法とした。なお、事前
に多重共線性の診断を行い、VIF 値がどの独立変数でも 5 未満であることを確認した。 
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4.3 結果 
4.3.1 老人福祉施設における介護職員のリーフ緑茶を提供する際の認識 
 飲用支援の質向上尺度 34 項目（図 4-1）について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性
の測度は 0.94 であり、Bartlett の球面性検定で有意差がみられた（p<.001，近似χ2 乗値 
8054.13）ため、この 34 項目から成る回答のデータは因子分析を実施するのに適している
と判定された。全項目において主因子法による因子分析を行った結果（表 4-1）、固有値の
変化やスクリープロットにより、4 因子構造が適当であると判断した。そこで、4 因子を
仮定して主因子法・promax 回転による因子分析を試みたところ、全ての因子への負荷量
が 0.4 未満の項目がみられたため、それらを削除し、全ての項目において因子負荷量の最
大値が 0.4 以上になるまで因子分析を繰り返した。最終的には、「5. 緑茶を飲むのに適切
な室温に調整すること」、「13. 利用者が好む湯のみで飲むようにすること」、「17. 緑茶の
時間に他の利用者との交流ができるようにすること」、「18. 温かいうちに緑茶を飲むよう
にすること」、「25. 緑茶に合うお菓子を出すこと」、「26. 緑茶を気候に応じた温度にする
こと」、「27. 利用者が好む他の利用者と一緒に緑茶を飲めるようにすること」、「32. 緑茶
の時間に利用者とコミュニケーションをとること」の 8 項目が削除され、残りの 26 項目
による結果を採択した。26 項目で回転前の全分散を説明する割合は 57.68%であった。 
 因子分析の結果、第 1 因子では「14. のんびりと緑茶を飲めるようにすること」、「12. 緑
茶を飲むことでくつろげるようにすること」、「1. ゆったりと過ごすこと」などの落ち着き
や利用者の感情の変化に関わる項目の因子負荷量が高く、これを『情緒への配慮』と命名
した。第 2 因子には「2. 利用者が好む産地の緑茶を選ぶこと」、「31. 利用者が好む香りの
緑茶を飲むことができるようにすること」、「20. 利用者が希望する種類の緑茶を選択でき
るようにすること」などの緑茶の種類の選択や楽しみ方に関わる項目が当てはまり、これ
を『志向への配慮』とした。第 3 因子は「3. 緑茶をちょうどよい濃さにいれること」、「10. 
緑茶をおいしく淹れるようにすること」、「6. 苦味が強くなりすぎないようにすること」と
いった緑茶の淹れ方に関する項目を内容としていたため、『緑茶の淹れ方』と命名した。最
後に、第 4 因子には「23. 緑茶の時間における利用者の体調に気を配ること」、「19. 安全
に緑茶を飲めるようにすること」、「22. 利用者が飲むのに適切な量にすること」などの安
全性に関わる項目が当てはまり、これを『安全への配慮』と命名した。 
 次に、各因子の Cronbach のα係数および下位尺度得点の算出を行った。α係数は第 1
因子から順に 0.90、0.88、0.81、0.73 であり、全ての因子が内的整合性を有していること
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が確認された。一元配置の分散分析の結果、各因子の下位尺度得点に有意差がみられた。
『安全への配慮』の下位尺度得点が最も高く、『志向への配慮』は最も低かった。『緑茶の
淹れ方』および『情緒への配慮』の間に有意差はなかった。 
 第 3 章の 60 歳以上が飲用する際に意識することと今回得られたリーフ緑茶の支援の際
に介護職員が意識することの下位尺度得点を比較した結果（図 4-2）、飲用する高齢者の立
場では『緑茶の特性』、『苦渋味』、『心地よさ』が比較的意識されていたのに対し、介護職
員は支援の際に『安全への配慮』、『緑茶の淹れ方』、『情緒への配慮』を重視していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
44 
 
図 4-1 リーフ緑茶の支援の際に介護職員が配慮する度合い（飲用支援の質向上尺度、
n=496） 
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表 4-1 飲用支援の質向上尺度の因子分析結果 
 
 
因子名
下位尺度得点
（α係数） 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
『情緒への配慮』14.のんびりと緑茶を飲めるようにすること .89 -.09 -.02 -.02
3.69 ± .60 12.緑茶を飲むことでくつろげるようにすること .80 .01 -.02 -.05
(.90) 1.ゆったりと過ごすこと .79 -.18 .07 -.13
4.落ち着いた雰囲気で緑茶を飲むこと .74 -.10 .11 -.12
34.緑茶を飲むことでリラックスできるように計らうこと .63 .08 -.03 .15
24.ゆっくりと緑茶を味わえるようにすること .59 .11 -.03 .14
7.緑茶を飲むことでリフレッシュできるように計らうこと .57 .20 .08 -.02
21.緑茶の時間を利用者が楽しめること .57 .17 -.19 .21
15.時間を気にしなくていいように計らうこと .54 -.05 .02 .09
9.緑茶を飲むときに周りがあまり騒がしくならないようにすること .44 .20 -.01 .07
『志向への配慮』2.利用者が好む産地の緑茶を選ぶこと -.07 .89 -.10 -.09
2.93 ± .72 31.利用者が好む香りの緑茶を飲むことができるようにすること -.12 .87 .06 -.01
(.88) 20.利用者が希望する種類の緑茶を選択できるようにすること -.05 .84 -.10 -.03
16.好みの種類の緑茶を利用者が飲めるように計らうこと .03 .73 .03 -.10
28.香味のよい緑茶を淹れること -.09 .57 .22 .11
11.利用者が好む職員と一緒に緑茶を飲めるようにすること .26 .51 .03 -.12
30.日本人の文化として緑茶を楽しむこと .10 .50 .03 .12
『緑茶の淹れ方』3.緑茶をちょうど良い濃さに淹れること -.01 -.12 .80 -.01
3.80 ± .63 10.緑茶をおいしく淹れるようにすること .15 .05 .67 -.05
(.81) 6.苦味が強くなりすぎないようにすること -.04 .10 .56 .13
33.いれた緑茶の液がきれいな緑色になるようにすること -.05 -.01 .53 .20
8.利用者が好む味の緑茶を飲むことができるようにすること .13 .30 .45 -.04
『安全への配慮』23.緑茶の時間における利用者の体調に気を配ること .08 .12 -.14 .69
4.07 ± .58 19.安全に緑茶を飲めるようにすること .05 -.20 .05 .64
(.73) 22.利用者が飲むのに適切な量にすること -.08 -.04 .17 .64
29.少し冷ましてから飲むようにすること -.03 -.10 .23 .49
因子間相関 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
第1因子 ― .64 .48 .63
第2因子 ― .49 .46
第3因子 ― .52
第4因子 ―
因子抽出法：主因子法，回転法：Promax回転，回転前の累積寄与率：57.7% n=496
因子負荷量
　質問項目
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図 4-2 飲用時留意尺度（60 歳以上の年齢層、n=118）および飲用支援の質向上尺度
（介護職員、n=496）の下位尺度得点 
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4.3.2 GH と特養のリーフ緑茶の支援における介護職員の認識の比較 
質問Ⅰで得られた下位尺度得点の施設種類による差を検討した結果（表 4-2）、『情緒へ
の配慮』と『安全への配慮』において 0.1%水準の有意差が、『緑茶の淹れ方』では 5%水
準の有意差がみられた。これらの因子についてはいずれも特養よりも GH の介護職員の方
が配慮していた。 
リーフ緑茶飲用の支援に対する介護職員の感情（質問Ⅱ）、および緑茶の時間をよりよい
ものにしたいか（質問Ⅲ）についてそれぞれ t 検定を実施した結果（表 4-3）、質問Ⅱでは
喜びと達成感には施設種類による差はなかったが、満足感については GH で 3.44、特養で
3.23 と 1%水準で有意差がみられた。質問Ⅲの得点は GH で 3.82、特養で 3.81 と共に高
く、有意差はなかった。 
施設で普段リーフ緑茶を淹れている人（質問Ⅳ）についての集計した結果（図 4-3）、普
段は介護職員のみが淹れていると回答した割合は GH で 79.5%、特養で 92.2%であり、介
護職員と利用者の両方が淹れていると回答した割合は GH で 20.5%、特養で 7.8%であっ
た。χ2 乗検定の結果、GH と特養の割合に 0.1%水準で有意差がみられた。 
利用者が緑茶を淹れることが利用者自身の満足感に繋がると思うか（質問Ⅴ）については、
GH では 3.55、特養では 3.56 と施設種類による差はほとんどなかったが、「施設種類」と
「普段リーフ緑茶を淹れている人」の 2 要因の分散分析の結果、「普段リーフ緑茶を淹れ
ている人」の主効果が 1%水準で有意であり、緑茶を介護職員と利用者の両方が淹れてい
ると回答した人の方が、利用者の満足感に繋がると思う度合いが高かった（表 4-4）。 
 
表 4-2 飲用支援の質向上尺度の下位尺度得点の施設間比較 
 
 
 
 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
情緒への配慮 3.76 .58 3.56 .62 3.67***
志向への配慮 2.97 .71 2.86 .73 1.70
緑茶の淹れ方 3.84 .62 3.72 .65 2.04*
安全への配慮 4.14 .57 3.95 .59 3.51***
*p<.05，***p<.001 n=496
特別養護老人ホームグループホーム
因子 t値
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表 4-3 介護職員のリーフ緑茶の支援に対する認識の施設間の比較 
 
 
図 4-3 普段施設でリーフ緑茶を淹れている人の割合（n=496） 
 
表 4-4 「利用者が緑茶を淹れることが利用者自身の満足感に繋がる」と介護職員が思う度
合い 
 
 
 
 
 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
支援に対する喜び 3.66 .74 3.55 .73 1.63
支援に対する達成感 3.31 .77 3.21 .78 1.38
支援に対する満足感 3.44 .73 3.23 .76 2.97**
緑茶の時間をよりよいものにしたいか 3.82 .73 3.81 .74   .20
**p<.01 n=496
質問項目
グループホーム 特別養護老人ホーム
t値
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
介護職員のみ 3.48 .84 3.52 .85
介護職員と利用者の両方 3.82 .73 4.00 .78
全体 3.55 .83 3.56 .86
2要因分散分析により、普段リーフ緑茶を淹れる人の主効果が1%水準で有意 n=496
普段リーフ緑茶を淹れる人
グループホーム 特別養護老人ホーム
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4.3.3 リーフ緑茶の支援の際に配慮する点が介護職員の充実感に与える影響 
リーフ緑茶の時間の支援における介護職員の喜び、達成感、および満足感に対する各因
子の影響を検討するため、重回帰分析を実施した（表 4-5、表 4-6、表 4-7）。その結果、
支援における喜び、達成感、満足感のそれぞれの感情に対して、全体としては『情緒への
配慮』、『志向への配慮』の 2 因子が有意に影響を与えていた。 
施設種類別に重回帰分析を実施しても、どちらの施設でも『情緒への配慮』と『志向へ
の配慮』が喜び、満足感に繋がっていた。達成感については特養のみ『志向への配慮』の
影響が有意ではなかった。 
標準偏回帰係数の大きさを比較しても施設種類による差はほとんどなかったが、『志向へ
の配慮』よりも『情緒への配慮』の方が介護職員の喜び、達成感、満足感に対する影響が
大きかった。 
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表 4-5 支援への「喜び」に対する各因子に配慮することの影響 
 
 
表 4-6 支援への「達成感」に対する各因子に配慮することの影響 
 
 
表 4-7 支援への「満足感」に対する各因子に配慮することの影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループホーム 特別養護老人ホーム 全体
情緒への配慮 .36*** .36*** .36***
志向への配慮 .15* .19* .17***
緑茶の淹れ方 .07 .01 .05
安全への配慮 .06 -.02 .04
R2値 .29*** .25*** .28***
* p < .05, *** p < .001
従属変数：支援に対する喜び
独立変数
標準偏回帰係数
グループホーム 特別養護老人ホーム 全体
情緒への配慮 .25*** .30** .26***
志向への配慮 .18** .18 .19***
緑茶の淹れ方 .00 -.09 -.04
安全への配慮 .11 .01 .07
R2値 .19*** .16*** .18***
** p < .01, *** p < .001
従属変数：支援に対する達成感
独立変数
標準偏回帰係数
グループホーム 特別養護老人ホーム 全体
情緒への配慮 .32*** .30** .32***
志向への配慮 .13* .24** .18***
緑茶の淹れ方 .12 -.07 .04
安全への配慮 .05 .00 .04
R2値 .26*** .21*** .24***
* p < .05, ** p < .01, *** p < .001
従属変数：支援に対する満足感
独立変数
標準偏回帰係数
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4.4 考察 
4.4.1 老人福祉施設における介護職員のリーフ緑茶を提供する際の認識 
 元来、リーフ緑茶は農村や家庭などのコミュニティで飲まれてきた飲料であった。「茶飲
み話」という言葉もあるように、リーフ緑茶を淹れ、それを囲んで集団で話をするような
感覚は特に高齢者において大きいと考えられる。若者のリーフ緑茶離れが叫ばれ、家族で
リーフ緑茶を飲む機会が減少している昨今、リーフ緑茶を介在させ、集団で話をするとい
った日本古来の習慣が最も根付いているのは老人福祉施設かもしれない。 
リーフ緑茶の飲用は一家団欒の象徴であり 7)、人々は家という落ち着いた場で、さらに
一服を求めてリーフ緑茶を飲んできた。リーフ緑茶が落ち着きなどの精神に対する効用を
有することは、情緒的価値が強く求められている 8)ことからも明らかであり、その効用を
引き出すためには、飲用の場を整える必要がある。特に GH において、利用者は日中の 7
割から 8 割近い時間を居室の外に広がる共用空間で過ごしており、共用空間のあり方が利
用者の生活に大きな影響を及ぼしている 9)と言われている。そのため、食事やおやつの時
間をはじめ、入浴後や活動の間など、多くの時間を過ごす semi-private space を中心とし
た共用空間においてリーフ緑茶を活用することで、利用者の情緒の安定や気分転換を図る
ことが重要であろう。また、利用者の表情の観察において、最も利用者の笑顔に影響を与
える行為は会話であり、笑顔は同じテーブルに座っている会話に参加していない利用者に
まで波及することが報告されている 10)ことから、共用空間において介護職員が利用者同士
の会話を増加させるように支援することは、利用者の QOL 向上に直接的に結びつくと考
えられる。さらに居室において一人でリーフ緑茶を飲用して精神的な効用を得るリフレッ
シュ茶 11)としての働きもある。したがって、第 1 因子『情緒への配慮』は落ち着きやくつ
ろぎなどのリーフ緑茶の効用を介護職員は認識しており、利用者が心地よくリーフ緑茶を
飲める心配りをすることや、家庭的な雰囲気を醸し出し会話を増やす努力をすることで、
利用者が安心して楽しみながらリーフ緑茶を飲めるように支援することを表していると考
えられる。 
 リーフ緑茶には煎茶や番茶などの様々な種類がある。香味はもちろん、浸出液の色も種
類によって異なっている。さらに、同じ煎茶の中でも産地や製法の違いによって香味は異
なる。これらの多様性は江戸時代以前から各地域で培われた食文化の差に端を発しており
12)、現在我々は多様なリーフ緑茶のほとんどを楽しめる状況にある。利用者一人一人が独
自の嗜好を有しており、好みのリーフ緑茶の種類や淹れ方・飲み方は様々であろう。また、
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リーフ緑茶を淹れる茶器も各地方独自の陶磁器である場合が多く、自分好みの茶器を使う
ことで、日本の文化を味わうことに繋がると考えられる。さらに、利用者の立場からすれ
ば、リーフ緑茶の香味を楽しむ際に、相性のよい介護職員の支援を受け、コミュニケーシ
ョンをとることが望まれる。近年、認知症高齢者の意思を尊重することによる個別ケアの
必要性が高まっている 13)ことから、リーフ緑茶の活用に際しても、利用者の希望に配慮し
た支援が重要であると考えられる。したがって第 2 因子『志向への配慮』は嗜好に合った
茶葉や好みの茶器、および相性のよい介護職員といった利用者各人の志向を尊重し、利用
者一人一人に適切な支援ができるように、各要素の選択について介護職員が配慮すること
を表していると推察される。 
 前述のようにリーフ緑茶には多様な種類があるが、同じ茶葉でも淹れ方によってその味
わいは大きく変化する。日本茶インストラクター協会によれば、リーフ緑茶を淹れる際の
大きな要素として①茶葉の量、②湯の量、③湯温、④浸出時間が挙げられている 14)。例え
ば、同じ煎茶でも 90℃で淹れると苦味物質であるカテキンやカフェインが多く浸出するこ
とにより苦渋味が強くなってしまうが、70℃で淹れるとアミノ酸が相対的に多く浸出し、
うま味の強い味になる。利用者の好みもそれぞれであろうが、少人数でリーフ緑茶を淹れ
る際には急須や土瓶の数が 1 つか 2 つ程度の少数であると想定されるため、介護職員には
利用者全員がおいしく飲めるように淹れ方を工夫することが求められていると言えよう。
したがって、第 3 因子『緑茶の淹れ方』は全ての利用者が満足できるような香味や濃度の
リーフ緑茶を提供するために、湯の量や浸出時間などの淹れ方に関する諸要素に留意する
ことを示すと判断される。 
 一般的にリーフ緑茶を淹れるには 70℃以上の熱い湯が用いられ、ある程度の温度を有す
る液体が各利用者の前に出されることになるため、介護職員は利用者が火傷を負わないよ
うに常に配慮している。認知症ケアの視点の 1 つに「安全・健康」があり、各人の体調や
危険の見極めをすることが重視されている 15)ように、安全への配慮はリーフ緑茶を飲む時
間はもちろん、全ての支援の根底にある視点である。そのため、第 4 因子『安全への配慮』
は利用者が安全に、かつ安心してリーフ緑茶を飲む時間を楽しめるように、他の活動の時
間と同様に諸々の危険性に対して常に気を配っていることを表していると考えられる。 
 一元配置分散分析の結果、各因子を重視する度合いには差があることが明らかになった。
その中でも、『安全への配慮』は最も重視されていたため、リーフ緑茶の時間においても介
護職員は第一に利用者に危険が及ばないよう留意していると考えられる。『緑茶の淹れ方』
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および『情緒への配慮』はその次に重視されており、介護職員はおいしく緑茶を淹れる、
落ち着いた雰囲気をつくるといった工夫を『安全への配慮』がなされた上で行っているこ
とが窺える。一方、『志向への配慮』についてはあまり重視されていなかった。この差は利
用者の志向を尊重したリーフ緑茶の活用があまり行われていないことを示している。近年
は、とかく「グループ」ということが強調され、活動をある種のプログラム的にグループ
でやることに重点が置かれ、ケアが行われるケースも少なくない 16)といった指摘もあるが、
リーフ緑茶を飲むという行為は、茶器を準備し、自分を含めた数人のために緑茶を淹れ、
皆で味わうといった元来の共同行為である。そのため、リーフ緑茶を飲むという活動をあ
えて「グループ」で行わない必要はない。しかし、その「グループ」での活動の中で、必
ずしも支援に均一性を持たせる必要もない。今後、利用者一人一人の志向に応じるように、
茶葉や茶器の選択をすると共に、相性のよい介護職員を各々に割り当てることが求められ
る。さらに一人一人の嗜好が異なるのならば、毎回誰の好みの茶葉を用いるかを変えてい
けばよいのではないだろうか。今後、『志向への配慮』を重視することにより、利用者の生
活をより豊かにできる可能性は十分にあると言えよう。 
第 3 章では『緑茶の特性』や『苦渋味』は高年齢層の人々がリーフ緑茶を飲む際に最も
意識している因子であることが明らかとなっている。現在『緑茶の淹れ方』については介
護職員からある程度は意識されているが、『志向への配慮』はどうしてもなされておらず、
利用者がよりリーフ緑茶を楽しむことができるためにもこの視点が重要であると考えられ
る。また、『気候』、『喫茶時の環境』や『共に食するもの』に該当する因子は介護職員の因
子にはないため、このことは施設の設計やテーブル等の配置、空調などのハード面、さら
には食事などの決まったシステム面での改善が主に求められよう。ただし、共に食べる菓
子などは介護職員の判断で提供できるものであり、4 因子以外の視点による、臨機応変な
対応も求められると推察される。 
4.4.2 GH と特養のリーフ緑茶の支援における介護職員の認識の比較 
リーフ緑茶飲用の支援に対する介護職員の感情について、喜びや達成感は GH でも特養
でも同程度感じているが、満足感に関しては特養の方が低いことが明らかになった。しか
しながら、どちらの施設の介護職員も緑茶の時間をよりよいものにしたいと考えている。
そのため、特養の介護職員も様々なことに配慮や工夫をした支援の実施を望んでいると判
断される。 
調理活動への参加を通して生活行為を再び獲得することは QOL 向上に寄与する 2)、と
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いう指摘により、利用者がリーフ緑茶を淹れることも利用者自身の QOL 向上に資する可
能性がある。利用者がリーフ緑茶を淹れる割合は特養の方が低かったが、これは、特養は
規模が大きく、利用者の要介護度が高い傾向にあり、効率よくリーフ緑茶を淹れることが
重視されていることによると推察される。しかしながら、どちらの施設の介護職員も利用
者が緑茶を淹れることが利用者自身の満足感に繋がると感じていた。特に利用者と共にリ
ーフ緑茶を淹れる機会を有する介護職員の方がそう感じる度合いが強いことが明らかとな
った。リーフ緑茶を淹れる行為が利用者の満足感に繋がっているという実感が介護職員に
あることは特筆すべきであり、利用者がリーフ緑茶を淹れやすい環境を整えることが望ま
れる。 
4.3.3 リーフ緑茶の支援の際に配慮する点が介護職員の充実感に与える影響 
リーフ緑茶の支援の際、利用者はもちろん、喜びや達成感、満足感といった介護職員の
ケアに対する充実感を向上させることで、互いによりよい関係性が生じると考えられる。
リーフ緑茶を活用する際に何を重視することが介護職員の喜び、達成感、満足感に繋がる
かを検討した結果、『情緒への配慮』、『志向への配慮』はこれら全ての感情に影響を与えて
いることが明らかとなった。特に『情緒への配慮』の影響は大きく、利用者が話をしなが
ら安心してリーフ緑茶を楽しめるように配慮することにより、介護職員は強い充実感を得
られるようである。それに次いで『志向への配慮』が続いていたため、利用者の緑茶の嗜
好に配慮することなども、ある程度介護職員の喜び、達成感、満足感に繋がっていると言
える。 
『安全への配慮』については、どの感情に対しても影響がみられず、充実感に繋がりに
くいことが示された。『安全への配慮』は常に求められることであり、リーフ緑茶の時間に
も不可欠なことではあるが、『情緒への配慮』や『志向への配慮』が情緒的・文化的にリー
フ緑茶を楽しむことに直接繋がることと比べれば、『安全への配慮』はリーフ緑茶を楽しむ
上での必要条件であると捉えられる。 
『情緒への配慮』、『志向への配慮』、『安全への配慮』の 3 つの因子は認知症ケアにおけ
る 5 つの視点の内の「その人にとっての安心・快」、「その人らしいあり方」、「安全・健康」
15)とそれぞれ関連があると考えられる。これは『情緒への配慮』などの 3 因子は、リーフ
緑茶を飲む以外の時間にも配慮されていることと重なり合う部分があることを示している。
そのため、認知症高齢者に対する支援を仕事としている介護職員にとって、これら 3 つの
因子に対して配慮することは職務の一環であり、そのなかでも情緒的・文化的にリーフ緑
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茶を楽しむことに直接繋がる『情緒への配慮』や『志向への配慮』は充実感を得ることに
繋がりやすいと推察される。 
一方、リーフ緑茶を活用する際にのみ重視される因子である『緑茶の淹れ方』は他の因
子と比べて特殊性が強く、それ故、リーフ緑茶の淹れ方に留意することに対して介護職員
は充実感を見出しにくいと言えよう。 
しかしながら、『緑茶の淹れ方』に配慮することは、利用者が好む味わいの緑茶を淹れる
ために必要であり、そのためには淹れ方に対する知識や技術を身につけることが求められ
る。今後、多様な緑茶をおいしく淹れる方法を学び、介護職員自身もそれを飲み、共にリ
ーフ緑茶を楽しむ機会を設けることで、『緑茶の淹れ方』への配慮は喜びや達成感、満足感
に繋がる可能性がある。したがって、今後『緑茶の淹れ方』を重視することは、介護職員
の充実感に繋がり、老人福祉施設での人間関係を維持することに対して役立つのではない
かと考えられる。 
4.3.4 リーフ緑茶飲用の支援に適した環境についての検討 
GH の方がリーフ緑茶の支援を行いやすい環境であることが示唆されたため、特養でも
少人数での支援を進め、家庭的な雰囲気をつくるような支援が求められる。そのための方
策の一つとして、少人数グループを生活単位とするユニットケアへの移行が有効であると
考えられる。実際にユニットケアへの移行により利用者が自発的にリビングに集まり、お
茶を楽しむようになったことや日常生活動作の低下している者に対して、お茶を用意する
利用者の姿が観察されるようになったという報告 17)もある。これは日常生活における人数
が少なくなったことにより、利用者が落ち着いてリーフ緑茶を楽しみやすくなっただけで
はなく、介護職員が利用者の情緒面などに配慮して、個々人に対する細やかな支援を行う
ことができるようになったことを示していると考えられる。もし、ユニットケアへの移行
が難しくても、緑茶の時間を少人数で楽しめるような環境づくりが望まれる。 
前田は「要介護者高齢者の求める声なき声を洞察した上で、精神面、社会面に積極的に
働きかけるケア」を QOL ケアモデルと定義しており、その実践によって、介護職員は利
用者の変化に対する気づきが増加し、それが働きがいに繋がること、および社会性の確保
が利用者の身体的健康面にも影響することを述べている 18)。また、Kitwood らは、認知症
高齢者の「その人らしさ（personhood）」を尊重し、人として認めることを重視すべきと
し、「パーソンセンタードケア」の実践を提起している 19)。したがって、リーフ緑茶の支
援においても、利用者をよく観察し、各々の意思を尊重したケアを行える環境が必要であ
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り、その過程における利用者の変化に対する気づきは介護職員の支援に対する充実感にも
繋がるであろう。さらに、リーフ緑茶を社会性の向上の契機として活用し、交流を深める
ことは、利用者の心身の健康に繋がると推察される。 
お茶淹れは高齢者に馴染みがあり、認知症高齢者の自発的な行動を引き出すために有用
であるが、「試行錯誤」や「不必要な道具の移動」などの誤反応がみられるといった報告が
ある 20)ことから、利用者自身にリーフ緑茶を淹れてもらう際にはこれらの誤反応に留意し、
必要に応じた支援を行うことが求められよう。さらに、食事行動への援助の際には安心感
のある環境を整備し、言語、視覚、触覚による手がかりを段階的・複合的に行い、認知症
高齢者の残存する機能を最大限に活かすことが有効 21)といった指摘を踏まえるべきであ
ろう。リーフ緑茶を利用者自身に淹れてもらい、飲用する際にも、聴覚、視覚、触覚によ
る適切な補助を行い、利用者が持てる能力を発揮できるようにする必要がある。誤反応へ
の留意や五感による補助を行うためにも、介護職員が個々人の様子をより詳細にみられる
ように環境を整えることが求められよう。 
以上より、老人福祉施設では、できるだけ小規模で家庭的な環境を整え、リーフ緑茶の
支援の際に介護職員が利用者各人の意思を尊重して「情緒」や「文化」、「淹れ方」などに
対して配慮した細やかな支援を行えるようにすることが望まれる。そのような環境の整備
は、利用者自身がリーフ緑茶を淹れることや利用者や介護職員の心の通う交流を進めるこ
とにも繋がり、介護職員の支援に対する充実感や利用者の QOL 向上に寄与すると判断さ
れる。 
 
4.5 小括 
本章ではリーフ緑茶の支援における介護職員の視点として、『情緒への配慮』、『志向への
配慮』、『緑茶の淹れ方』、『安全への配慮』の 4 つの因子が抽出された。これらの視点を考
慮してリーフ緑茶を活用することは、利用者のQOLを高めることに繋がると考えられる。
また、これらの視点を重視する度合いに差があることが明らかとなり、特に『志向への配
慮』が重視されていなかったため、今後、利用者の希望を尊重してリーフ緑茶を活用する
ことによって、より豊かな楽しみを提供できると考えた。これはリーフ緑茶を飲用する側
が『緑茶の特性』や『苦渋味』などを意識する度合いが強いことからも明らかである。 
GH と特養におけるリーフ緑茶の支援に対する認識を比較・検討した結果、GH の介護
職員の方が特養よりも『情緒への配慮』、『緑茶の淹れ方』、『安全への配慮』に関して留意
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していることが明らかとなった。これは GH の方が特養よりも①利用者の人数が少ないこ
と、②家庭的な雰囲気を保ちやすいこと、③要介護度の低い人が多いことによると考えら
れ、GH はリーフ緑茶の支援が行いやすい環境にあると示された。したがって、少人数で
家庭的な雰囲気をつくり、落ち着いてリーフ緑茶の飲用を楽しめる環境を整えることが施
設に求められており、このような環境で利用者各人の意思を尊重したケアを実施すること
は、介護職員の充実感および利用者の QOL 向上に繋がると考えられる。 
上述のようにリーフ緑茶の飲用がしやすいような老人福祉施設内の環境を整え、適切な
ケアを実施することが望ましいが、第 1 章で述べたように実際の施設では、居室、
semi-private space、 semi-public space などの様々な空間があるため、その空間にあっ
た支援の仕方を変えていく必要があるだろう。次章では、入居したばかりの危機的人間―
環境移行の段階にある高齢者が、施設に「身の置き所」をつくり、適応する過程における
リーフ緑茶の活用のあり方について、得られたデータを基にまとめる。 
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第 5章 結論 
5.1 研究結果の総括 
リーフ緑茶は日常生活に強く根付いており、今まで顧みられることがほとんどなかった。
しかしながら、リーフ緑茶は現在その消費が減少している。特に若年層の飲用が少なくな
り、その中には自分でリーフ緑茶を淹れた経験が数えるほどしかない人もいる。一方、高
年齢層は、リーフ緑茶に慣れ親しんだ世代であり、リーフ緑茶に対する嗜好が強く、現在
でもその飲用習慣を続けていることが明らかとなった。さらに、高齢者も他の年代と同様
にリーフ緑茶の持つ情緒や文化を解して飲用を楽しみたいという意識を有しているため、
老人福祉施設の利用者が今まで通りリーフ緑茶を飲んで楽しむことのできるような支援が
求められており、施設への環境適応の際や日々の暮らしの中でリーフ緑茶を活用できる可
能性が示された。 
 その後、リーフ緑茶を飲用する側の立場から、高年齢層は『緑茶の特性』や『心地よさ』
を比較的意識していることが明らかとなったため、利用者に対しては、心地よくリーフ緑
茶を飲めるような環境で嗜好に合わせたリーフ緑茶を淹れることが望ましいと考えられた。
また、高年齢層にとってはリーフ緑茶を飲む際の『心地よさ』が第一にあり、その上で『意
欲の向上』のために『喫茶時の環境』に対して留意したり、『飲食の楽しみ』のために『緑
茶の特性』や『共に食するもの』について留意したりすることがより豊かな生活に繋がる
と考察した。 
老人福祉施設で働く介護職員の側からは『安全への配慮』をベースに『情緒への配慮』、
『緑茶の淹れ方』について配慮されていることが明らかとなった。これは『緑茶の特性』
や『心地よさ』をより意識する高年齢層に対する支援としてほぼ適していると考えられた
が、『志向への配慮』についてはまだまだなされておらず、今後はこれについて配慮できる
ように介護職員がリーフ緑茶について知識をつけることが望まれている。また、少人数で
家庭的な雰囲気をつくり、落ち着いてリーフ緑茶の飲用を楽しめる環境を整えることが求
められており、このような環境で利用者各人の意思を尊重したケアを実施することが、利
用者の QOL 向上と介護職員の充実感に繋がると推察された。 
 
5.2 老人福祉施設への環境適応におけるリーフ緑茶の活用 
 以下に老人福祉施設への環境適応にリーフ緑茶を活用する際のモデルについて述べる
（図 5-1）。なお GH と特養では認知症の度合いが重いか軽いかの違いはあるが、実際はユ
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ニット制などの導入などにより特養でも徐々に個人を尊重したケアに移り変わっている。
そのため、リーフ緑茶の活用により施設へ適応するまでのモデルは一つのみ示すこととし
た。しかしながら、施設の種類や規模に応じて飲用シーンの工夫を行うことが求められよ
う。 
第 1 章で述べたように、老人福祉施設には居室（private space）、semi-private space、 
semi-public space、public space といった空間が存在している。リーフ緑茶の支援の際に
はこれらの環境ごとに支援の際に配慮することを考えなければならない。また、入居した
ばかりの高齢者がなじみのない環境で個人的な領域を形成していくにはⅠ.「身の置き所」
がつくられた後に、Ⅱ.semi-private space の空間共有化がなされた上で、Ⅲ.施設全体の中
での領域展開シナリオが定着する段階が必要であると述べられており 1)、施設への環境適
応の各段階においてリーフ緑茶を役立てることができよう。 
施設への環境移行の初期には、人とのコミュニケーションを深めることも必要であるが、
それ以上に施設自体、とりわけ「身の置き所」となる居室に順応することが肝要である。
利用者が居室に入り、そこに利用者のものが持ち込まれるとき、今まで用いてきた茶器も
共に持ち込まれることが望ましい。ディスプレイとして、過去との繋がりを示すものとし
て、リーフ緑茶の飲用という個人的行為を遂行するためのものとして、茶器は有用である。
さらに他の所有物も持ち込まれ、居室にⅠ.「身の置き所」が徐々に形成されていく。こう
して、『心地よさ』を感じられるようになれば、利用者はリーフ緑茶の飲用によりさらに『情
緒の安定』を感じることができるようになる。「身の置き所」が形成される過程では、居室
への呼び込みなどの利用者間の交流も必要であり、特定の人との深い関係を築くためにリ
ーフ緑茶を介在させることができる面もあるだろう。現在は特養でも個室・ユニット制で
のケアが進められており、個々人の意思を尊重した支援がなされてきているが、特に利用
者の個室がない集団ケアの場合には、ことさら個々人が落ち着ける場を形成できるような
支援が求められる。 
『心地よさ』は居室だけでなく、semi-private space、semi-public space のどこでも意
識しなければならない。『情緒の安定』を感じるためには自分自身が心地よい気分であると
いう自覚が必要であるため、どの生活領域でも『心地よさ』が自覚できるような支援が求
められている。なお現在、介護職員も『情緒への配慮』を行うことは強く意識している。 
『意欲の向上』に関して介護職員は semi-private space、semi-public space を中心に支
援を行う必要がある。なぜなら、『意欲の向上』は特に『喫茶時の環境』に影響を受けるた
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めである。居室の内部の環境、即ち家具やディスプレイなどの物の配置は、利用者によっ
て異なっており、さらに利用者自身の手で管理されているが、semi-private space、
semi-public space となるに従い、その場の管理は介護職員や管理者の手に委ねられる。利
用者と介護職員が集うそれらのスペースでは共同で活動が行われることを考えると、『意欲
の向上』に繋がる環境、例えば利用者が自発的にリーフ緑茶を淹れられるような設備を整
えることなどが望まれる。 
特に、これらの人の集まるスペースで行われることにコミュニケーションが挙げられる。
ユニット制のグループリビングを持つ特養への環境移行において、会話状況を調査した研
究では、イスやテーブルなどの家庭的しつらえによりデイルームで会話を行うことが多く、
4 人以上での会話が多くなったこと 2)が報告されているため、このように会話がしやすく、
リーフ緑茶を気軽に淹れられるような環境が求められる。テーブルに着き、リーフ緑茶を
飲む際に『喫茶時の環境』に対して配慮することは、コミュニケーションの創出や深まり
に繋がり、こうして『意欲の向上』がなされると、共同的な活動を積極的に行うことにも
繋がるであろう。特に居室の周りの semi-private space での利用者主導の会話やリーフ緑
茶の飲用はⅡ. semi-private space の空間共有化につながり、他者とのコミュニケーション
を行う領域はさらに増加していくと考えられる。 
利用者がさらに豊かな暮らしを送るためには、食の充実と文化的な価値を感じられるよ
うにすることが肝要である。『飲食の楽しみ』を感じるためには『緑茶の特性』と『共に食
するもの』へ留意することが欠かせない。飲食も semi-private space、semi-public space
を中心に行われ、その内容はお菓子であったり、朝昼晩の食事であったりする。『共に食す
るもの』とリーフ緑茶の相性を考慮すべきであり、もしも食事が洋風の場合などは飲料を
変える必要もあるかもしれない。しかしながら、高齢者が食事中にリーフ緑茶を飲む割合
は他の年代と比較して最も高く、食事時の飲料の中心はリーフ緑茶であると判じられる。
『飲食の楽しみ』をさらに感じるには『緑茶の特性』についても留意する必要がある。介
護職員は『緑茶の淹れ方』については比較的配慮しているものの、『志向への配慮』に関し
てはあまり行われていない。利用者の嗜好に合わせたリーフ緑茶の選択などを、介護職員
がリーフ緑茶に関する知識をつけ積極的に行っていく必要があるだろう。 
このようにしてリーフ緑茶によるコミュニケーションや飲食は居室周りの semi-private 
space から、食堂などの semi-public space、地域交流の場である public space まで広がる
と共に、様々な領域を行き来して行われるようになるだろう。このことはⅢ.施設全体の中
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での領域展開シナリオの定着に対して寄与すると推察される。GH と特養は規模こそ異な
るものの、リーフ緑茶活用における基本的な方向性は変わらないと考えられる。しかしな
がら、要介護度については特養の方が重い人が多い。そのため、利用者が自力でどうして
もできないこと、例えばリーフ緑茶を急須で淹れる際やそれを飲用する際、必要に応じた
働きかけを行うことが求められる。 
このような過程を経て、利用者の個人的領域が広がり、各領域における『心地よさ』を
基調とした介護職員の支援が行われたとき、リーフ緑茶は、利用者が『情緒の安定』、『意
欲の向上』、『飲食の楽しみ』の全てを感じさせるものとして働く。このことは利用者の環
境適応に繋がるだけではなく、QOL を高めることにも繋がるであろう。 
本研究では老人福祉施設におけるケアの視点が得られ、リーフ緑茶を用いて施設への環
境適応を進める際に重視すべきことが明らかとなったと言えよう。しかしながら、それは
現在の高齢者に対する調査によって、見出されたものである。そのため、今後は、現在の
中年齢層や低年齢層が高齢者の年代になったときに、リーフ緑茶に対する認識がどのよう
に変化するのかについて明らかにし、老人福祉施設でのリーフ緑茶の活用のあり方につい
て探ることが求められよう。 
 
図 5-1 施設への段階的な環境適応におけるリーフ緑茶の活用 
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（次項へ続く） 
回答 出現数 合計 質問項目
のどの渇きをいやすため 24 43 渇きが癒されるから
のどの渇きをいやす 1
のどを潤すため 5
のどの渇きを潤すため 2
渇きを癒すため 1
のどの渇きを潤すため（ジュースより良い） 1
スッキリとした飲み口なので、のどの渇きがよく潤う 1
のどが渇いたから 2
のどが渇くから 2
のどが渇いたとき 1
のどの渇き 1
潤いが欲しいため 1
水分補給 1
家族が飲むから 8 23 家族が飲むから
家族が飲むため 1
家族が飲んでいたから 1
家族も私も緑茶が好きだから 1
家族もお茶が好きだから 1
家族が皆好きだから 1
家族が入れてくれるから 1
家族が飲むから、その時ついでに入れてもらう 1
家族がいれてくれた時に飲む（自分でいれることはない） 1
家族が飲むから←人が飲んでいるのをみると飲みたくなる 1
祖父母がよく飲んでいたから 1
子どもの頃から家族が飲んでいたから 1
おばあちゃんが飲むから 1
家でよく飲むから 1
両親が飲むから 1
みんなが飲むから 1
気分転換 9 19 気分転換できるから
気分転換のため 7
気分を変える 1
食事と仕事（家事）の時間の区切り 1
気分転換のため（甘いものを食べた後など） 1
体に良さそうだから 2 16 健康に良いから
体に良さそう 1
健康に良さそう 1
健康に良いと聞いたから 1
健康のため（がん、病気予防） 1
健康維持 1
体調を整えるため 1
殺菌（食中毒よけ） 1
殺菌作用があるから 1
ヘルシーだから 1
カロリーがないから 1
やせるため 1
消化を助けるから 1
何となく食事のときに飲むと消化が良くなる気がするから 1
風邪をひきにくくしたり、血管が硬くなるのを予防する 1
おいしいから 8 15 おいしいから
おいしいので 2
緑茶は美味しいから 1
さっぱりと美味しいから 1
朝はおいしい 1
一番美味しい飲み物だと思うから 1
温かいままでも冷たくなってもおいしいから 1
付録 1 「なぜリーフ緑茶を飲むか」への回答 
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（次項へ続く） 
 
 
 
 
落ち着くから 3 15 落ち着くから
落ち着くため 2
落ち着けるから 1
落ち着かせるため 1
落ち着きたいとき 1
気持ちを落ち着かせるため 1
気持ちを落ちつけるため 1
気持ちが落ち着くから 1
気分を落ち着かせたいため 1
気分を落ち着かせたりするため 1
心が落ち着くから 1
緑茶でないと落ち着かないから 1
和食との相性が良い 1 15 食事に合うから
日本食にあうから 1
和食に合うから 1
ご飯と一緒に飲みたいと思うから 1
ご飯と合うから 1
食事に合う 1
食事に合うか 1
食べ物とあうから 1
食事に合うのは緑茶だと思うから 1
食事との相性で 1
食事に合う飲み物が緑茶だから 1
どんな食事にも合うから 1
物を食べているとお茶が飲みたくなる 1
食前に口内を潤し、食事が美味しくなるため 1
料理（お寿司や和菓子）としっくりくる時に必要だから 1
体を温めるため 4 14 体が温まるから
温まるため 3
温まりたいから 2
体が温まるから 1
あったまるから 1
温まりたいとき 1
暖まる 1
温かいものがのみたいから 1
お菓子を美味しく食べるため 1 14 菓子に合うから
お菓子などに合うから 1
お菓子の甘さを抑えるため 1
お菓子をよりおいしく味わうため 1
緑茶に合うお菓子が手に入ったから 1
和菓子をよく食べるから 1
和菓子にはやはり緑茶かなと 1
和菓子とベストマッチだから 1
和菓子をいただく時、食事の後には欠かすことができません 1
ケーキなど甘いものを食べたとき緑茶を飲む 1
甘いものを食べて口の中があまったらしいから 1
甘いものを食べたとき、飲みたくなるから 1
甘いものを食べた時に飲みたくなる 1
甘いものにとても良く合うから 1
好きだから 5 13 緑茶が好きだから
緑茶が好きだから 4
お茶が好きだから 4
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（次項へ続く） 
 
香りが好きだから 2 13 香味が好きだから
味が好みだから 1
味が良いから 1
味が好き 1
味や香りが好き 1
味が好きだから 1
味、香りをたのしむため 1
安いものから高いものまで味を楽しめる 1
渋みを楽しむため 1
ある渋みがやすらぐ 1
色と香りがさわやかだから 1
ちょっと苦いのが好きだから 1
口直し 1 13 口直しできるから
口直しのため 1
甘いものを食べた時口直しに最高だから 1
口の中をさっぱりさせたい 1
口の中をさっぱりさせるため 1
食後、すっきりするから 1
食後のスッキリ感のため 1
後味がスッキリするから 1
食後口内をすっきりさせるため 1
食後に口内を潤し、口腔内がスッキリするようにするため 1
食後のいもたれ感をなくすため 1
食後の口臭ケア 1
におい消し 1
ジュースだと太るから 1 10 他飲料よりも良いから
ジュースよりお茶が好き 1
コーヒーがあまり好きではないため 1
コーヒーや紅茶より味や香りに主張がないのがいいから 1
炭酸、フルーツジュース、野菜ジュース等 1
飲む物が緑茶しかなかったとき 1
麦茶に飽きて、他の味が欲しくなるから 1
水よりも好きだから 1
水より好き 1
水の代わりに飲んでいる 1
一息つきたい時に飲む 1 7 一息つけるから
ほっと一息つくため 1
一息ついて休憩するため 1
ひと休みするため 1
休むとき 1
食後の一服 1
ゆっくりするため 1
ほっとするから 2 6 ほっとするから
ほっとするため 1
ほっとする 1
ほっとできるから 1
ほっとしたいから 1
家にあるから 2 6 茶葉があるから
ティーバッグが家にあるから 1
そこに緑茶があるから 1
その場に急須があるから 1
頂いた茶葉を活用するため 1
生活に根付いているから 1 6 習慣だから
昔からの習慣です 1
習慣だから 1
習慣として 1
お茶を飲む習慣は30年以上です 1
昔から飲んでいたものなので 1
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リラックスするため 4 5 リラックスするから
リラックスしたいから 1
寒いから 2 5 寒いから
寒いとき 1
冬になると久しぶりに飲みたくなるので 1
寒い時体を暖めるため 1
飲みやすいから 1 4 飲みやすいから
手軽で飲みやすいから 1
一番飲みやすいから 1
入手しやすくて手軽に飲めるから 1
すっきりするため 1 4 すっきりするから
さっぱりする 1
考え事をするとき頭をスッキリさせるため 1
気分をスッキリさせるため 1
何となく 1 4 なんとなく飲みたくなるから
なんかのみたくなるから 1
わけもなく急に飲みたくなる 1
その時、急に飲みたいと思ったから 1
出かけた先で出されるから 1 3 外出先で出されるから
家では飲まないが店で出されるため 1
席で出されるから 1
安らぐため 1 3 安らぐから
気持ちが安らぐ 1
和みたいから 1
来客の際に飲むという習慣 1 12 （単数回答）
身近なものだから 1
日本人だから 1
お茶といえば緑茶という認識 1
元気が出る 1
眠気覚ましとして飲む 1
疲れたら 1
安いから 1
のどの疲れをとるため 1
色が好きだから 1
茶葉から緑茶を入れて飲むことはしません 1
緑茶だけじゃなくて烏龍茶や紅茶を良く飲みます 1
288 288
n=120
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（次項へ続く） 
回答 出現数 合計 質問項目
温度 31 66 緑茶の温度
湯の温度 7
熱さ 6
茶の温度 6
温かさ 2
湯の熱さ 2
あったかさ（熱さ） 1
温かさ（やけどしない程度の温度） 1
冷たさ 1
やけどしないか 1
熱くないか 1
温かいうちに飲む 1
飲みやすい温度 1
冷めてないか 1
ぬるくないか 1
ちょっと冷ましてから飲む 1
ぬるすぎず熱すぎずちょうどいい温度か 1
緑茶が冷たいか熱いか（ぬるいものは嫌です） 1
香り 41 42 緑茶の香り
におい 1
味 20 33 緑茶の味
味の濃さ 2
風味 2
味の深み 1
深み 1
味わい 1
味の良さ 1
味（苦味など） 1
味（濃さ） 1
味（少し渋いほうがいい） 1
苦味、甘味などの味覚 1
あまり味が濃すぎないように 1
濃さ 19 28 緑茶の濃さ
茶の濃さ 5
濃度 1
やや薄めが好み 1
濃くても、薄くてもいいが、確認する 1
濃さ（薄すぎず、茶葉が入りすぎないように） 1
色 8 14 緑茶の色
色の濃さ 1
茶をいれたときの緑色の濃さ薄さ 1
茶色 1
茶の色 1
色などのみため 1
色（緑がきれいなほうがいい） 1
一緒に食べるもの 2 13 一緒に食べる食事
何と一緒に飲むか 2
お茶うけ 1
茶と一緒に食べるもの 1
一緒に食べる物の甘さ 1
食べるものに合うか 1
食べ物に合うかどうか 1
食べるもの 1
つけあわせ 1
食事との組み合わせ 1
食事と合うかどうか（合わない場合紅茶などと切り替える） 1
付録 2 「リーフ緑茶を飲む際に気にすることは何か」への回答 
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（次項へ続く） 
入れる容器 1 13 緑茶をいれる道具
湯のみ茶碗 1
容器 1
コップ 1
入れもの 1
湯のみ、急須等の道具 1
色を楽しむため白いマグカップを使う 1
急須の形 1
湯のみ茶碗のデザイン 1
湯飲みの柄 1
どの湯のみで飲むか 1
自分の好きな湯のみで飲むこと 1
お茶用の湯のみで飲む 1
茶菓子 5 11 一緒に食べる菓子
お菓子があるかないか 1
茶菓子があるかないか 1
緑茶と一緒に食べるお菓子 1
一緒に食べるお菓子の種類 1
一緒に食べるお茶菓子 1
和菓子をお供に 1
お茶のいれ方 1 10 緑茶のいれ方
茶の作り方 1
長くいれすぎないか 1
出しすぎないか 1
蒸らす時間 1
茶葉の蒸れ具合 1
茶葉が残らないようにする 1
ちゃんと漉されているか 1
お茶の茎が少ないほうがいい 1
茶葉を新しいものに変えるか 1
リラックス 4 9 リラックスすること
リラックスすること 3
リラックス効果 1
どれだけゆったりリラックスできるか 1
ゆっくりと 1 9 ゆっくりすること
ゆっくりと味わう 1
くつろぐこと 1
口に含んでじっくり味わう 1
のんびりしながら飲むこと 1
いすに座ってゆっくりすること 1
時間に余裕があること 1
時間を気にしなくていいこと 1
飲み干す時間（なるべくゆっくり飲みたい） 1
飲む際の人数 4 7 一緒に飲む人数
一人のとき 1
一人で 1
なるべく1人で飲みたくない 1
場所 2 7 場所
飲む場所 2
飲む場所（落ち着ける） 1
飲む場所（静かな場所） 1
落ち着ける場所 1
静けさ 2 7 静けさ
静かな所 1
飲む場所の静けさ 1
静かなところで 1
場所の静けさ 1
落ち着いた静かな場所であること 1
渋味 3 6 緑茶の渋味
渋さ 2
茶の渋みの濃さ 1
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量 3 6 緑茶の量
飲む量 1
茶葉の量 1
水の（お湯の）量 1
茶柱 3 4 茶柱
茶柱がたつかどうか 1
苦味 2 4 緑茶の苦味
ちょうど良い苦味（濃すぎず、薄すぎない味） 1
苦くならないようにする 1
季節 2 3 季節
四季 1
気温 2 3 気温
ちょっと涼しいところで飲む 1
周りが散らかっていない 1 3 周囲の状況
周りがあまり騒がしくないこと 1
周囲の状態（うるさい、大人数） 1
体を温めること 1 3 体を温めること
体の温まり具合 1
温まること 1
甘味 2 2 緑茶の甘味
時間帯 2 2 時間帯
誰と一緒か 1 2 誰と飲むか
誰と一緒に飲むか 1
気分転換 1 2 気分転換
リフレッシュできるか 1
当日の体調 1 24 （単数回答）
味や香りが出るようにする 1
とにかくおいしいお茶を飲むこと 1
にごり 1
風情 1
体勢 1
飲みやすさ 1
のどを潤すこと 1
飲み口 1
本を読みながらお茶を飲む 1
口に中でザラザラするのはちょっと嫌だ 1
食事中の場合は、最後はお茶で締める 1
茶葉の鮮度、品質 1
よけいな香りがないこと 1
お茶の種類 1
こたつ 1
何人で飲むかで茶葉の量とお湯の量を気にします 1
外から帰ってくる時、必ずお茶をいれて飲みます 1
うまくお茶をいれることを考えています 1
たくさん飲む（1日1回は飲む） 1
周りの人も飲みたいかどうか 1
特に何も気にしない 1
特に気にしない 2
合計 333 333
n=120
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（次項へ続く） 
回答 出現数 合計 質問項目
ほっとする 48 52 ほっとする
ほっとした気持ちになる 1
ほっとする（落ち着く） 1
ほっとする（温かいもの） 1
香りをかぐとほっとする 1
落ち着く 39 45 落ち着く
落ち着き 1
落ち着いた心情になる 1
気分が落ち着く 1
お茶を飲むと落ち着きます 1
気持ちが落ち着く 2
すっきりする 9 19 すっきりする
さっぱりする 3
気分がすっきりする 2
気分がさわやかになる 1
すがすがしい 1
すっとする 1
すっきりとした気分になる 1
リフレッシュ 1
温まる 6 17 温まる
体があたたまる 3
あったまる 3
あたたかい 1
体が温まって気持ち良い 1
ぽかぽかする 1
体の芯がポカポカになる 1
体温と共に心もあったかくなったような気持ちになる 1
リラックスする 12 16 リラックスする
リラックスできる 3
リラックス 1
一息ついたという感じがする（ほっとする） 1 12 一息つける
ぼーっとする 1
ぼーっとする（不安、焦燥感がなくなる） 1
気が休まる 1
一息つける 1
ゆったりする 1
なんとなくゆっくりできる 1
ほっこりする 1
はぁーっとなる 1
休めます 1
休憩 1
何もせずに体を休めたくなる 1
安らぐ 5 10 安らぐ
安心する 4
安心感 1
眠くなる 6 10 眠くなる
眠たくなる 2
眠たい 1
そのまま眠くなる 1
お菓子を食べたくなる 3 8 菓子を食べたくなる
甘いものが食べたくなる 2
和菓子を食べたくなる 1
和菓子が食べたくなる 1
お菓子が欲しくなる 1
いやされる 5 6 いやされる
喉が渇いているとき、疲れているときならいやされる 1
付録 3 「リーフ緑茶を飲むときにどのような気持ちになるか」への回答 
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目が覚める 2 5 目がさめる
目を覚ます 1
眠気がでなくなる 1
朝飲めば体が目覚めるような感じがする 1
喉が潤う 2 5 のどが潤う
潤い 1
喉が潤うことによる満足感 1
喉の渇きをいやす 1
やる気が出る 4 4 やる気が出る
和む 3 4 和む
和む（心が） 1
話をしたくなる 2 4 話をしたくなる
誰かと話したくなる 1
人と話をしたくなる 1
また飲みたいと思う 1 4 さらに飲みたくなる
また飲みたくなる 1
ずっと飲んでいたくなる 1
もっと飲みたくなる 1
リセットされる 2 3 気分が変わる
気分転換 1
口の中がさっぱりする 2 3 口の中がさっぱりする
口がさっぱりする 1
元気になる 2 3 元気になる
活発になる 1
緊張がなくなる 1 3 緊張がなくなる
心身の緊張がほぐされるような気がする 1
ストレスの軽減 1
意識がはっきりする 1 3 覚醒する
しゃきっとする 1
香ばしい苦みでしゃきっとする 1
日本人だと改めて感じる 1 3 日本人だと感じる
日本人だなぁと思う 1
日本人でよかったと感じる 1
きれいな景色を眺めたくなる 1 3 よい風景を思い出す
茶畑の風景が思い出され気分がよくなる 1
懐かしく感じる 1
無 1 2 心が無になる
心が無になる 1
集中する 1 2 集中できる
集中できる 1
時間をいい感じに楽しめる 1 2 時間を楽しめる
時間の流れが遅く感じる 1
今日やるべきことを考える 1 2 考え事をする
いろいろ考え事する 1
ご飯がおいしいと感じる 1 2 食事をおいしいと感じる
食後に必ず飲むので、食事のおいしさを茶でかみしめる 1
熱い 1 13 （単数回答）
暑くなる 1
気持ちに余裕ができる気がする 1
脳が活性化する 1
会話の間を取り繕う 1
疲れがとれる 1
食欲がおさまる 1
おいしい 1
幸せ 1
浄化される気がする 1
緑茶を飲むときいつも熱いお茶 1
特に何も（水を飲むのと大差ないレベルで） 1
日常的に飲むので、特別何かを感じることはない 1
合計 265 265
n=120
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回答 出現数 合計 質問項目
利用者のお気に入りの湯呑で飲む 1 3 利用者が好む湯のみで飲むようにすること
好きな湯呑で飲むこと 1
お気に入りの湯呑でお茶を飲む 1
利用者と話をする 1 3 緑茶の時間に利用者とコミュニケーションをとること
利用者とコミュニケーションをとる 1
利用者とよく話すようにすること 1
少し冷ましてから飲む 1 3 少し冷ましてから飲むようにすること
適温で飲むようにする 1
程よい温度で飲むようにする 1
好きなお茶を用意すること 1 3 利用者が希望する種類の緑茶を選択できるようにすること
好きな緑茶を選ぶこと 1
自分でお茶を選ぶこと 1
お茶の時間の利用者の体調をみておく 1 2 緑茶の時間における利用者の体調に気を配ること
緑茶の時間の利用者の体調を気にする 1
お茶を部屋の気温に合う温度にする 1 2 緑茶を気候に応じた温度にすること
お茶を気候に応じた温度にする 1
きちんと座ってお茶を飲めるようにする 1 2 安全に緑茶を飲めるようにすること
安全にお茶を飲めるようにする 1
利用者とスタッフが一緒にお茶を飲む 1 2 利用者が好む職員と一緒に緑茶を飲めるようにすること
仲の良いスタッフとお茶を飲む 1
日本人の楽しみとしてお茶を飲む 1 2 日本人の文化として緑茶を楽しむこと
文化としてお茶を楽しむ 1
冷めないうちに飲むこと 1 2 温かいうちに緑茶を飲むようにすること
温かいお茶を飲んでもらうこと 1
お茶の時間を十分にとること 1 2 時間を気にしなくていいように計らうこと
ゆったり飲めるように計らうこと 1
利用者同士で交流すること 1 2 緑茶の時間に他の利用者との交流ができるようにすること
利用者同士でお茶を楽しむこと 1
仲が良い利用者とお茶を飲むこと 1 2 利用者が好む他の利用者と一緒に緑茶を飲めるようにすること
よく話す利用者とお茶を飲むこと 1
地元のお茶を淹れる 1 2 利用者が好む産地の緑茶を選ぶこと
お茶の産地を選ぶこと 1
合計 32 32 n=10
（第3章 質問Ⅰを参考に作成） 緑茶を飲むことでリフレッシュできるように計らうこと
ゆったりと過ごすこと
ゆっくりと緑茶を味わえるようにすること
緑茶を飲むことでリラックスできるように計らうこと
緑茶を飲むことでくつろげるようにすること
落ち着いた雰囲気で緑茶を飲むこと
緑茶を飲むのに適切な室温に調整すること
緑茶を飲むときに周りがあまり騒がしくないようにすること
緑茶の時間を利用者が楽しめること
のんびりと緑茶を飲めるようにすること
緑茶に合うお菓子を出すこと
緑茶をおいしく淹れるようにすること
緑茶をちょうど良い濃さに淹れること
利用者が飲むのに適切な量にすること
苦味が強くなりすぎないようにすること
淹れた緑茶の液がきれいな緑色になるようにすること
利用者が好む香りの緑茶をのむことができるようにすること
利用者が好む味の緑茶を飲むことができるようにすること
香味のよい緑茶をいれること
好みの種類の緑茶を飲めるように計らうこと
付録 4 「リーフ緑茶の支援をする際に気にすることは何か」に対する回答 
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緑茶への認識に関するアンケート 
 
 
 
○質問には１年間の生活を総合して（夏季や冬季も考慮して）お答え下さい。 
１、急須でいれた緑茶をどれくらい好きですか？一つを○で囲ってください。 
           （ 好き ・ やや好き ・ 普通 ・ やや嫌い ・ 嫌い ） 
 
２、急須でいれた緑茶を一週間に何杯程度飲みますか？数字を一つ記入してください。 
                         一週間に（    杯）程度飲む 
 
３、急須でいれた緑茶を日常的にいつ飲みますか？当てはまるものを全てチェックしてください（一
週間に一杯程度以上飲むとき）。 
□起床直後 □朝食前 □朝食時 □朝昼食間 □昼食時 □昼夕食間 □夕食時 
□夕食後 □就寝直前   □該当なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
はじめに 
 このアンケートは、我々がどのように緑茶を飲んでいるかについて、また、茶葉からいれ
る緑茶に対してどのような認識を抱いているかについて調査することを目的としています。 
本研究は生活の質を高める際の学術的な知見となるとともに、茶を癒しとして活用するこ
とにも繋がります。ご協力をお願い申し上げます。 
アンケートの回収について 
 同封の返信用封筒にこのアンケート用紙を入れ、返送ください。１０月１４日頃までにご
投函いただければ幸いです。 
注意点：「急須でいれた緑茶」とは「急須やティーポット、湯のみなどを用いて茶葉からい
れる緑茶」のことを指します。 
次のページに続きます 
付録 5 調査研究Ⅰ,Ⅱの質問紙票 
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４、急須でいれた緑茶を飲む際に意識する程度※をそれぞれの項目ごとに教えてください。１～５
の数字の内、あてはまるもの１つに○をつけて下さい。（１：意識しない、２：やや意識しない、 
３：どちらともいえない、４、やや意識する、５：意識する） 
 ※意識する程度とは以下の項目にどれだけ心を配るかということです。 
 
 
１、緑茶の味      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２、緑茶の香り     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
３、緑茶の色      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
４、緑茶の渋み     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
５、緑茶の苦み     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   ６、緑茶の甘み     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
７、緑茶の量      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   ８、緑茶の温度     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
９、緑茶の濃さ     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１０、緑茶のいれ方   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１１、緑茶をいれる道具 （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１２、茶柱       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１３、一緒に食べる菓子 （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１４、一緒に食べる食事 （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１５、季節       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１６、時間帯      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１７、場所       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１８、静けさ      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１９、気温       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２０、周囲の状況    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２１、一緒に飲む人数  （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２２、誰と飲むか    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２３、体を温めること  （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２４、リラックスすること（ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２５、ゆっくりすること （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２６、気分転換     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
 
 
 
意識しない 意識する 
次のページに続きます 
82 
 
５、急須でいれた緑茶を飲んだ際に感じる程度をそれぞれの項目ごとに教えてください。１～５の
数字の内、あてはまるもの１つに○をつけて下さい。（１：そう感じない、２：ややそう感じな
い、３：どちらともいえない、４：ややそう感じる、５：そう感じる） 
 
 
１、ほっとする        （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２、落ち着く         （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
３、安らぐ          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   ４、和む           （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
５、いやされる        （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
６、リラックスする      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
７、緊張がなくなる      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
８、眠くなる         （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
９、温まる          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１０、気分が変わる      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１１、心が無になる      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   １２、一息つける       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１３、目が覚める       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１４、すっきりする      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１５、覚醒する        （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１６、やる気が出る      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   １７、集中できる       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１８、元気になる       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１９、話をしたくなる     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２０、時間を楽しめる     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２１、考え事をする      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   ２２、さらに飲みたくなる   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２３、のどが潤う       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２４、菓子を食べたくなる   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２５、食事をおいしいと感じる （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２６、口の中がさっぱりする  （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２７、日本人だと感じる    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２８、よい風景を思い出す   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
 
 
そう感じない  そう感じる 
次のページに続きます 
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６、急須でいれた緑茶を飲む理由として、以下の項目はあなたの考えにどの程度当てはまりますか？
１～５の数字の内、１つに○をつけて下さい。（１：あてはまらない、２：ややあてはまらない、
３：どちらともいえない、４：ややあてはまる、５：あてはまる） 
 
 
１、渇きが癒されるから     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２、健康に良いから       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
３、体が温まるから       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
   ４、寒いから          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
５、緑茶が好きだから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
６、香味が好きだから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
７、おいしいから        （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
８、飲みやすいから       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
９、菓子に合うから       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１０、食事に合うから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１１、口直しできるから     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１２、習慣だから        （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１３、茶葉があるから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１４、家族が飲むから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１５、外出先で出されるから   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１６、ほっとするから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１７、安らぐから        （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１８、リラックスするから    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
１９、落ち着くから       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２０、一息つけるから      （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２１、気分転換できるから    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２２、すっきりするから     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２３、他飲料より良いから    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
２４、なんとなく飲みたくなるから（ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
○年齢、性別、現在の居住地をご記入ください。 
●お手数ですが、全ての質問にご解答されているかどうか、再度ご確認ください。 
●これでアンケートは終了です。得られた情報は丁重に扱い、研究のためのみに使用いたし
ます。ご協力ありがとうございました。
あてはまらない あてはまる 
年齢（     歳）  性別（ 男 ・ 女 ） 居住地（       市区町村） 
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●あなたは認知症高齢者に対して、茶葉からいれる緑茶の時間を支援するときに、以下に記してあること
を普段どのくらい気にしていますか？次の５つから選んで数字に○を付けてください。 
１．まったく気にしていない  ２．あまり気にしていない ３．どちらとも言えない  
４．ある程度気にしている  ５．かなり気にしている 
 
１．ゆったりと過ごすこと                   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
２. 利用者が好む産地の緑茶を選ぶこと             （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
３．緑茶をちょうど良い濃さにいれること                       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
４．落ち着いた雰囲気で緑茶を飲むこと             （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
５．緑茶を飲むのに適切な室温に調整すること          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
６．苦味が強くなりすぎないようにすること            （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
７．緑茶を飲むことでリフレッシュできるように計らうこと    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
８．利用者が好む味の緑茶を飲むことができるようにすること   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
９．緑茶を飲むときに周りがあまり騒がしくないようにすること  （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
10．緑茶をおいしくいれるようにすること            （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
11．利用者が好む職員と一緒に緑茶を飲めるようにすること    （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
12．緑茶を飲むことでくつろげるようにすること         （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
13．利用者が好む湯のみで飲むようにすること          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
14．のんびりと緑茶を飲めるようにすること           （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
15．時間を気にしなくていいように計らうこと          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
16．好みの種類の緑茶を利用者が飲めるように計らうこと     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
17．緑茶の時間に他の利用者との交流ができるようにすること   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
18．温かいうちに緑茶を飲むようにすること           （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
19. 安全に緑茶を飲めるようにすること             （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
20．利用者が希望する種類の緑茶を選択できるようにすること   （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
付録6 調査研究Ⅲの質問紙票 
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21．緑茶の時間を利用者が楽しめること             （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
22．利用者が飲むのに適切な量にすること                （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
23．緑茶の時間における利用者の体調に気を配ること       （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
24．ゆっくりと緑茶を味わえるようにすること          （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
25．緑茶に合うお菓子を出すこと                （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
26．緑茶を気候に応じた温度にすること             （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
27．利用者が好む他の利用者と一緒に緑茶を飲めるようにすること （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
28. 香味のよい緑茶をいれること                 （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
29．少し冷ましてから飲むようにすること            （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
30．日本人の文化として緑茶を楽しむこと               （ １  ２  ３  ４  ５ ）  
 
31．利用者が好む香りの緑茶を飲むことができるようにすること  （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
32. 緑茶の時間に利用者とコミュニケーションをとること     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
33. いれた緑茶の液がきれいな緑色になるようにすること     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
34. 緑茶を飲むことでリラックスできるように計らうこと     （ １  ２  ３  ４  ５ ） 
 
 
●あなたは認知症高齢者の緑茶の時間を支援することに対して喜びを感じますか？次の５つから選んで数
字に○を付けてください。 
１．まったく感じない  ２．あまり感じない ３．どちらとも言えない  
４．ある程度感じる   ５．かなり感じる 
 
●あなたは認知症高齢者の緑茶の時間を支援することに対して達成感がありますか？次の５つから選んで
数字に○を付けてください。 
１．まったくない  ２．あまりない ３．どちらとも言えない ４．ある程度ある  ５．かなりある 
 
●あなたは認知症高齢者の緑茶の時間を支援することに対して満足感がありますか？次の５つから選んで
数字に○を付けてください。 
１．まったくない  ２．あまりない ３．どちらとも言えない ４．ある程度ある  ５．かなりある 
 
●あなたは現在施設で実施している緑茶の時間をよりよいものにしたいと思いますか？次の５つから選ん
で数字に○を付けてください。 
１．まったくそう思わない  ２．あまりそう思わない ３．どちらとも言えない  
４．ある程度そう思う    ５．かなりそう思う 
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●あなたは、利用者が自分で緑茶をいれることが利用者自身の満足感に繋がると思いますか？次の５つから
選んで数字に○を付けてください。 
１．まったくそう思わない  ２．あまりそう思わない ３．どちらとも言えない  
４．ある程度そう思う    ５．かなりそう思う 
 
 
※お手数ですが統計処理に必要ですので、必ず次のすべての項目のあてはまるところを○で囲んでください。 
  
①所属している施設の種類（ 特別養護老人ホーム ・ デイサービス ・ その他（          ） 
②認知症高齢者に関わった年数（約   年） 職種（        ） 
年齢（     歳） 性別（ 男 ・ 女 ） 
③認知症高齢者に対して福祉施設で余暇活動を支援することについて考えていることがありましたらご記入
ください。                                            
（                                              ） 
（※認知症グループホームに送付した質問紙票に①の質問はありません。） 
 
記入日：平成  年  月  日 
 
※再度お手数をおかけしますが統計処理上、全項目に回答しているかどうかご確認ください。申し訳あり
ませんが、年齢につきましてもご記入ください。お手数をおかけしますがよろしくお願いいたします。 
ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
